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　๺ւಓもようやくळの気഑を感じるこのࠒですが、皆༷ํにおかれましては݈͝উのこと

とࢥいます。

　現在、全ࠃで病理医は໿1000名不଍しているとݴわれていますが、๺ւಓもなかなか

大変な状況です。毎年実࣭໿40-50名ఔ度の病理専門医が増加していますが、さらなる病

理医増加のためのํࡦが学会を͛ڍて໛索・ਪ進されており、զ々も日໷学生、研修医の教

育・ܒ໤活動にऔり組んでいます。

　研究と医ྍはγーϜレスとなり、ࡢ今の࣍ੈ୅γークΤンサー	N(S
の発ୡとともにゲ

ϊϜ研究からゲϊϜ医ྍ΁、ಛにがんのパネル検査が実用化、อݥ఺数化΁޲けて実૷が

はじまっています。また、σジタルパιロジーとしてのԕִ診断のอݥ఺数化のํ޲があ

り、さらには、কདྷの人޻஌ೳ活用にむけてA*病理診断も、他分野のうͶりとともに病理ք

に೾ٴしてきています。

　このような状況の中、当๺大腫瘍病理学教室では年間໿80例の剖検を行い、ै དྷどおり

医学部生、研修医、専߈医に対しての病理学の教育、剖検・研究指導、病理専門医の育成に

力を஫いでいます。さらにN(Sを用いたゲϊϜ解ੳをいちૣくऔり入れてゲϊϜ病理学研

究の成Ռを発දしています。また直ۙではA*病理診断としてσィープラーχングの手๏を

用いてѱੑグリΦーマの診断にऔり組んでいます。

　これからӹ々技術、πールはଟ༷化して、クリχカルγークΤンスの݁Ռも୯なる医ྍ৘

報の1つとしてあたりまえに医ྍ現場に提ڙされることとࢥいます。その༷な中で病理医と

して、また研究ऀとして、ྲྀ 行りに࿭わされることなく、しかし動的に৽しいことに௅ઓしなが

らʮ医学の本࣭をۃめるʯ精ਆで研究を進めていきたいと考えています。これまで10年間は

ʮτランスレーγϣφルパιロジーʯをํ਑として掲͛てきましたが、個別化医ྍが発లしゲ

ϊϜ医ྍが実現しましたので、今後はʮμイφミック・パιロジー:医学の本࣭をۃめるʯを৽

たな目標にかか͛研究をਪ進したいとࢥいます。Ҿきଓき皆༷ํの͝指導・͝ ฬᎪを何ଔお

。いਃし上͛ますئ

ۘന

2017年ळ

腫瘍病理学教室（ୈೋ病理）教授

ాத�৳࠸

ダイナミック・パソロジー：医学の本質を極める
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　おຍも過͗たࠒ、テレビにྲྀれるʮޒ山送りՐʯのը໘を見ていて、দ田ಓ行ઌ生から、夏

のॳめにお手ࢴを௖いたことをࢥいだしました。ྲྀ ੴにژ౎のԞΏかしさを、দ田܅は஍ݩ

での伝౷行事として味わっておられるのだとࢥうと、感֒も一入です。

　さて、௖いたお手ࢴを読ΈฦしてΈると、ʮ臨床細胞学会ʯ、ʮಛ別ߨԋʯ、ʮ病理学会の重

௟ʯとݴうݴ༿と、ʮژ౎の山にొる࢟ʯ、ʮࣗら育てたΰーϠʯのࣸਅ、等が同෧されておりま

した。そこで、それらのݴ༿とࣸਅをつないで解読すると、行くઌは、やっͺりʮ日本病理学

会の॓題報告ʯでのߨԋに౸ୡします。かなりࣙ͝ୀをされておられましたが、研究の内容

がը期的であること、ಠࣗの手๏を開発して数ଟくの金字ౝを確立したこと、その手๏はݡ

くඒしいことがهԱに࢒ります。さらに、発ද当時にൺ΂、病理学会の会員にもそのૉ੖ら

しさが行き࿱ってきており、貴܅のようなੈք的な研究ऀが、病理学会におられることをތ

りにࢥうようになってきております。そしてଟ数のڞ同研究ऀの名誉がެ開されること、な

ど、ݴ༿ではද現できない業੷とࢥっているところです。学生時୅のK7カラίルϜ౿ഁは

Rockefeller研究所の入所にݙߩしたことをࢥい出します。޾い、ژ౎でも山々を୳索し体

力をつけておられる༝、ΰーϠのΤネルΪーをಛ別ߨԋに೩やしていただけれ͹、ߴ࠷の

報告になるものとࢥいます。

　発ද時期はいつになりますか、わたくしの難病も発症してから6年が過͗、あと何年は持

つか解りませんが、ઌ生の報告をָしΈにしております、と書き送りました。

　数日後に田中教授より、ʮদ田ઌ生が学会からの॓題報告のਪનに応じられたʯとの࿕報

がಧいたとの事です。

（2017年ळ）

病理学ୈೋ࠲ߨ・分子細胞病理学分野（ୈೋ病理）名誉教授

௕ౢ�࿨࿠

「五山送り火」に読み返した手紙
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　今年も教室に୔山の人が入り、入ऀہも増えたとฉいています。

੢ݪ広史ઌ生が4月1日より๺ւಓがんセンター、ゲϊϜ医ྍセンター長としてண೚しまし

た。大学でஙかれたγステϜが๺ւಓのがん医ྍのڌ఺で指導することは大変ތりにࢥう

ところです。

　この10年間における科学技術の進าは目֮ましく、*CTをར用した医ྍ、iPS細胞技術

による࠶生医ྍ、人޻頭脳やゲϊϜ医ྍが病理のੈքにも入ってきて、日々大きな進าを

もたらしており、৽しい時୅΁ಥ入した感があります。

　ྫྷઓ時୅のچιビΤτ連๜ではࠃの人材の中で࠷༏लの人たちがロケッτ޻学に進Έ、

いわΏるミサイル、人޻Ӵ੕、月ロケッτ分野でアϝリカと೼ݖをڝっていた。そのため、他

の分野、ಛに医学分野ではその進าが஗れたとݴわれている。現在、日本ࠃ内において医

学部を目指す人間は࠷༏लの部ྨに入る人たちがଟくなって、他の分野を目指す༏लな人

がগなくなっている。ྫྷ ઓ時୅のιビΤτ連๜のようにಛघな分野だけ発లし、他の分野の

進าが஗れるというような事ଶが日本でもىきるのではないか、ʮ人材のภ在が目立つʯと

日本のある大学のઌ生がۙ࠷の日本ࠃ内事৘をयいています。

　ಛにબ͹れた༏れた人材が日本の医ྍքを担っており、当教室においても༏लな人材が

入ってきて研究をし、その݁Ռとしてૉ੖らしい業੷が出དྷてきていると考えられます。こ

れからも日々切᛭ୖຏし、研究にྭΈྑい仕事をしてཉしいとئっています。

（2017年ळ）

ୈೋ病理同門会会長

๺໺�໌એ

業績集発刊に寄せて
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教室ϝϯόー
教 授 田中  ৳࠸ .�D� Ph�D� 病理専門医、細胞診専門

医、ࡍࠃ連ܞ研究教育݉ہ೚、連ܞ研
究センター݉೚

准 教 授 ௡田  ਅणඒ Ph�D� ࡍࠃ連ܞ研究教育݉ہ೚、連
研究センター݉೚ܞ

講 師 ୩野  ඒஐࢬ .�D� Ph�D� 病理専門医、細胞診専門
医、連ܞ研究センター݉೚

特 任 助 教 ઋ༿  ጏޗ Ph�D� 連ܞ研究センター専೚

Ԧ    ᛲ Ph�D� ࡍࠃ連ܞ研究教育݉ہ೚

ੴ田  ༤介 .�D� Ph�D� 病理専門医、細胞診専門
医、๺大病院臨床研究開発センター所
ଐ

客 員 教 授 山城  উ重 .�D� Ph�D� 病理専門医（๺ւಓがん
センター）

ਗ਼ਫ  ಓ生 .�D� Ph�D� 病理専門医（ത࣊会ه೦
૯合病院）

客員准教授 හ໵  ݪࣰ .�D� Ph�D� 病理専門医（手Ҵܢਔ会
病院）

客員准教授
・ 研 究 員

໦ଜ  ଠ一 .�D� Ph�D� 病理専門医（๺ւಓ医ྍ
センター）

客員研究員 ୍山  ߂ߊ .�D� Ph�D� 病理専門医（๺ւಓ文教
大学）

連携講座教員 後藤田  ༟子 .�D� Ph�D� 病理専門医（ࡳຈް生病
院）

技 術 職 員 中੉  ݈一 臨床検査技師、分子病理学分野݉೚

技 術 員 藤  ਅ実ࠤ 臨床検査技師

技術補佐員 ஛࿘  ஐ子 臨床検査技師

技術補助員 ൧田  ඒل 臨床検査技師

Ղ子  ݪּ 臨床検査技師

ଙ  ܛ 実験助手

ඛ઒  ඒܙ子 実験助手（ࡍࠃ連ܞ研究教育ہ）

事務補助員 ෢田  ҏ୅ 教授ൿ書

学術研究員 দ田  Ѫ子 研究室ൿ書

博 士 課 程 ੢上  ߞฏ 4年  .�D�

大৿  ༏子 4年  .�D�

野ޱ ඒࠫ 4年  .�D� ফ化器外科ᶘ所ଐ

ླࣛ ३ 4年  臨床検査技師

୩઒ ੟ 4年  .�D�  	CLARCプログラϜ


҆઒  ਅ一࿠ 4年  .�D� ࣖඓ科所ଐ

খ੢  ਸ෉ 3年  .�D�

২ଜ  ܛ子 2年  .�D� ফ化器外科ᶘ所ଐ

修 士 課 程 ๺࡚  アリサ 2年  臨床検査技師

めい  ࡫۝ 2年  臨床検査技師

研 究 生 ೋ本দ  ໌ ๺ւಓ᭥پ専門学ߍ所ଐ

2017 年 8月1日現在

（2016年9月撮影）
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教室スケジュール

全体ミーティング
教室員全員参加で、その週のスケ
ジュール等を確認する場。大学院
生は全体の予定を把握する事で個
人の研究の予定を立てやすくなりま
す。

Autopsy Review
マクロレビュー：前の週に行われた
剖検臓器について臨床経過ととも
に提示し議論する。
ミクロレビュー：剖検報告書をもと
にマクロおよびミクロ所見を提示し
議論する。
剖検症例は複数の専門医の目で検討され、報告書が完成します。
大学院生や研修医、医師も参加し、勉強します。

今週の一例
今週の一例：前の週の診断内容か
ら、教育的症例、貴重症例、問題
症例を提示し、病理診断に関わるド
クター全員で検討する場。学生参
加 OK。Lunch on。

スタッフミーティング
教員による研究室運営会議。

研究カンファレンス
Journal Club：毎週1名ずつ持ち
回りで、Nature、Science、Cell
およびその姉妹雑誌に掲載の論文
を30分で紹介する。
Research Talk：毎週2名1組の
持ち回りで、研究の進行状況を報告する。
大学院生もはじめはとまどいますが、1,2年しっかり勉強すると
Nature の論文がおもしろくなってきます。

個別リサーチミーティング
教授と学生が1-3名で個別に実験内容や研究の進行状況につい
て直接話し合う場が設けられています。

外科材料切り出し
外科手術で切除された検体につい
て病理学的に検討して、切り出しを
行い標本を作成します。大学院生
が担当し、担当医がアドバイスしま
す。医学部学生さんも参加してい
ます。

グループミーティング
指導教員と大学院生が実験や研究
内容について詳しく話し合う場。医
学科の学生さんも研究に興味のあ
る人は参加しています。現在、癌
グループ、ゲルグループが行われ
ています。

おはようロビンス
長嶋名誉教授が1986年にはじめた歴史をもつ勉強会。朝食をと
りながら、ロビンス著の“Pathologic Basis of Disease”を精読
します。医師から他学部の学生まで幅広く参加しています。

脳腫瘍レビュー
脳外科医も交え、その月に診断し
た脳腫瘍症例を標本を確認しなが
ら病理診断について議論する場。

中皮腫カンファレンス
病理医、外科医、技師などによる勉強会。

その他の行事
教室旅行（年2回：夏、冬）、クリスマス会（年1回）

※月〜金：検体受付、標本製作、病理診断、報告発送業務。※関連病院からの病理解剖（剖検）依頼には随時対応。
※外部 CPC（臨床病理カンファレンス）は不定期開催（月 1 〜 3 回）。

月 火 水 木 金

AM

8：50
全体ミーティング

9：30
Autopsy Review

（ミクロ、マクロ）

8：00－8：40
おはようロビンス（勉強会）

PM

12：15
今週の一例
13：00
スタッフミーティング
14：00
研究カンファレンス

（Journal Club, 
Research Talk）

12：00
外科材料切り出し
個別リサーチミーティング1

14：00
グループミーティング①
16：00
脳腫瘍レビュー

個別リサーチミーティング2

14：00
グループミーティング②

18：00
学内CPC

12：00
外科材料切り出し

15：30
技師ミーティング
19：00
中皮腫カンファレンス

12：00
外科材料切り出し

教室では、研究・教育・病理活動が円滑に進むよう、スケジュールが組まれています。

週間予定
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　現在教室では、病理にૅجをஔきながら、また外科病理検体を使いながらも、分子生෺学的な研究がϝインのૅج的研究、臨床に݁び付ける

τランスレーγϣφル研究、さらにゲϊϜ医ྍを行う臨床応用が幅広く行われています（Լ図）。これからは、病理と༷々なҟ分野の༥合研究をμ

イφミックにਪ進して、医学の本࣭をۃめて行きたいとࢥいます。ここでは୅ද的な研究を͝紹介します。

臨床へ向う仕事

I. トランスレーショナル・パソロジー：がん個別化医療の確⽴
　当教室では2008年に୳索病理学࠲ߨを立ち上͛てҎདྷ、8年間ʮ研究成Ռをいちૣく臨床に応用するʯ事を目指して研究
をਪ進してきました。この間、੢ݪ広史ಛ೚教授が஀生して๺大病院臨床研究開発センターに生体ࢼ料؅理室（バイΦバンク）
が設ஔされました。また࣍ੈ୅γークΤンサーN(Sを医ྍ応用するためにがん遺伝子変ҟのパネル検査（クラーク検査）を開
始し、実臨床΁の応用がはじまりました。๺大病院がん遺伝子診断部が開設されて、数े名のऀױさ
んが受診しました。このことは、զがࠃでゲϊϜ医ྍを確立するうえで๺大が重要な໾ׂをՌたしたこ
とに΄かなりません。୳索病理学࠲ߨは大きな成Ռを͛ڍてその೚務をऴྃしました。
　今後は、ゲϊϜ医ྍは、有ޮな分子標的࣏ྍのためのパネル検査のอݥ఺数化が߇えており、զが
のがん医ྍに不Մܽな検査として定ணすることが予૝されます。病理診断とゲϊϜ検査がิ完しあࠃ
うことでより精度のߴい医ྍをࠃຽに提ڙされるものとࢥいます。

II. NGSを⽤いたゲノム病理研究の推進
　N(Sはより୹時間に๲大なゲϊϜσータをಘることができ、病理診断、࣬ ଶ診断と遺ܗ。を༩えましたڹ分ྨにも大きなӨױ
伝子診断の༥合が始まっています。ѱੑ脳腫瘍の(lioblastoNa, *D) Nutant�という8)O分ྨのΤンティティがその୅ද例
とࢥいます。病理診断のための研究にはN(Sはܽかせないものですが、教室では౬ᖒ໌夏ઌ生（現Ѵ઒医大助教）が਷ບ腫の
ゲϊϜ分ྨで.odern Patholgy誌、)PS�S'Tでは৽たなΩϝラを発見して
AJSP誌に論文を発දしました。

　また、୩野ඒஐߨࢬ師の指導のもと大学院の大৿༏子ઌ生（ܢਔ会ۈ務）が
*P.Nとᢄ癌の関連について、マイクロμイセクγϣン๏を用いて同一症例の
個々のથ؅1つ1つから別々にDNAをந出して、腫瘍内クローン進化について
大きな成Ռを͛ڍました（౤ߘ中）。また同門のࡕߴਅ࿏ઌ生は現在౦大医学
部のゲϊϜ医学分野で活༂していますが、当教室と複数のػ関とでكগがんの
。同研究を進めていますڞ

病理医が進める研究

IPMNから浸潤性膵管癌発生のクローナルエポリューションを明ら
かにした

代表的なイルミナ社のNGS

ڀݚૅج

ྟচԠ༻

༥߹ڀݚ

トϥϯスϨʔシϣφϧϦαʔν

༥߹ڀݚ

研究の֓況
「ダイナミックパソロジー：医学の本質を極める」
教授　田中  伸哉
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トランスレーショナル/リサーチ

III. がんを予測する新規バイオマーカーの検索
　๺大の強Έの1つに౶࠯解ੳがありੈքでも๺大でしかଌ定できないものもあ
ります。౶࠯の専門Ոのࣰݪઌ生、ݹ઒ઌ生らとのڞ同研究で、ѱੑグリΦーマのバ
イΦマーカーとなりうる౶࠯解ੳを行いಛڐをऔಘしました（ಛڐ出ئ൪߸PCT�
JP2015�072583）。現在脳外科のࡔࣉઌ生らとڞ同で、実ࡍの݂ऀױਗ਼で有用ੑを
確認しており、実臨床΁の応用が期଴されています。

基礎研究として

IV. がんはなぜ転移するか?膀胱癌の2つの戦略を明らかにしました。
i
 సҠϞσルから࣏ྍༀ΁：ے層にਂくਁ५するがんは予後がѱいこと、ද層ܕとは変ҟ遺伝子がことなることが൑໌していま
すが、ൻ೘器科医のদ本ઌ生は、᡺ᡦ癌のマ΢スసҠϞσルからഏసҠ、؊సҠ、ࠎసҠにڞ௨して増加する遺伝子を同定し、
AKR1C1分子であることをಥきࢭめました。この分子の活ੑはNSA*Dsで཈੍されることから、その1つであるフルフΣφϜ
。いますࢥのޮՌをূ໌しました。今後臨床応用に期଴したいとࢎ

ii
 ΤΩιιーϜを活用：᡺ᡦ癌ではCRK分子が増加していることをদ本ઌ生がূ໌しま
したが（Cancer Science
、౦ঁژ子医大からདྷた٢田࿨඙ઌ生は、᡺ᡦ癌は中にアμ
プター分子CRKとγグφルジΣネレーター)&R2を入れたΤクιιーϜを分ൻして、ഏ
の内皮細胞に作用して、సҠしやすいڥ؀をഏに作ることを໌らかにしました（౤ߘ४උ
中）。

融合研究で医の本質を極める

V. ソフトマターを使って幹細胞を⾒極める。
　μイφミックに病理研究をల開するためにはҟ分野༥合の力がඞ要ですが、当教室では૯合大学としての๺大のϝリッτを生
かしてଟくのҟ分野の専門Ոとڞ同研究を進めています。その1つがઌ୺生໋科学院のグン教授と行っているιフτマターの
がん診断΁の応用です。๺大のࡍࠃ連ܞ研究教育ہ	(i-CoR&
の田中৳࠸教授、௡田ਅणඒ।教授、Ԧᛲಛ೚助教がϝンバー
としてܞわっています。DNゲルでがんのװ細胞を༠導する事を見つけてಛڐを出ئして
います（ಛڐ出ئ൪߸2017ʵ028833：癌װ細胞の製଄ํ๏）。

　現在は、Ωッτ化してがんװ細胞検査ࢼༀとしてのՄೳੑを୳っています。また、ߗさや
ՙిなどゲルのੑ࣭を変えると細胞の൓応も༷々に変化することがわかり、現在ゲルの
バイΦマテリアルとしての応用ൣғを広͛ようと施行ޡࡨをしています。

VI. ⼈⼯知能AIは病理医をこえるか?
　A*を医ྍに活用すると҆ഒ૯理も発ݴしていますが、その۩体的なྖҬはը૾認ࣝと
して、์ ࣹઢը૾と病理ը૾です。日本病理学会もA.&Dからଟֹの研究අが഑分され
ており、学会をあ͛てA*病理診断の開発にண手したところです。
　当教室ではੴ田༤介ಛ೚助教を中心にA*病理診断にऔり組んでいます。(oogleの
χューラルネッτϫークをϕースしたσィープラーχングです。まずは脳腫瘍の診断でτ
レーχングをはじめました。(P6を1୆でグリΦーマとリンパ腫のؑ別の成੷は80�と医
学部の学生実शのレϕルはΏうに௒えॳ回にしてはまずまずで今後の成長がָしΈです�

グライコーム解析は北大の強み

がんの転移モデルから治療薬の開発。エクソソーム
を使うがん細胞の意外な転移戦略。

DNゲルによって癌幹細胞が誘導される。
癌患者の再発予測と予防先制医療へ。

Sox/actin

訓練データはAIが学習しやすい様に切り分けて教
える。
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准教授　津田  真寿美

　ʮ腫瘍病理学教室ʯは、文字の೗く、腫瘍を中心とした༷々な࣬ױ

の理（ことわり）を研究する教室です。医学の本࣭を見ۃめるためج

ૅ研究をϕースとしながら、τランスレーγϣφルパιロジー（ڮ౉し

病理学）、そのઌの臨床応用を見ਾえています。ૅج医学研究の中で

も、ʮ腫瘍研究ʯはಛにଟ֯的な஌ࣝや技術がٻめられるྖҬである

と実感します。ࢲୡは、病理学教室というಛݖを生かして、༷ 々な癌腫

（脳腫瘍、頭ᰍ部癌、ഏ癌、ң癌、大௎癌、ᢄ癌、᡺ᡦ癌、ཛ૥癌、೑腫

など）を研究対৅とし、がんの発生・増৩・ਁ ५సҠ・腫瘍ඍখڥ؀・癌װ

細胞と࣏ྍ଱ ・ੑ遺伝子解ੳにͮجく個別化医ྍやプレγジϣン医ྍ

の提Ҋ・ドラッグσリバリーγステϜのߏங・人޻஌ೳ（A*）による病理

診断など、ଟذに౉る研究をల開しています。用いる解ੳ技術も、生

化学・細胞生෺学・分子生෺学的手๏から、ޫܬバイΦイϝージング、

࣍、଄解ੳ、動෺実験ߏ ੈ୅γークΤンサー（N(S）による遺伝子解

ੳ、A*などଟ༷です。一見、specialtyがないようにࣸるかもしれませ

んが、ʮがんʯの本࣭をਂく理解しޮՌ的な࣏ྍઓུを立てるには、こ

れらは全てඞ要な৘報と考えます。そして今こそ、これまで஝ੵした

஌見とഓった技術を౷合し、৽たな見解と切りޱで研究をల開する޷

。であると感じていますػ

1. バイオマテリアルを⽤いたがん幹細胞診断技術の
確⽴と治療法の提供（GI-CoRE GSSプロジェクト）

　現在、ࢲを含め当教室が࠷も力を入れている研究の一つは、バイΦ

マテリアルを用いたがんװ細胞標的プレγジϣンϝσィγン（個別化

医ྍ）の開発です。これは、名࿨๛य़๺大૯長直׋の研究組織である

๺ւಓ大学ࡍࠃ連ܞ研究教育ہ（(*-CoR&）ιフτマターグローバル

ステーγϣン（(SS）の研究プロジΣクτの一つとしてਪ進しているも

のであり、(SS୅දऀの๺大ઌ୺生໋科学院のグン教授らが開発し

た๺大Φリジφル合成ߴ分子ϋイドロゲル（Science 344, 161-

162, 2014）を用いてがんװ細胞を迅速׌つੵۃ的に༠導した上

で、そのੑ状を解ੳし、ϋイドロゲルをى఺とした৽たながんװ細胞

診断技術の確立と࣏ྍ๏の提ڙを目指すものです（当プロジΣクτは

田中教授が୅ද）。がんの࣏ࠜには࣏ྍ఍ੑ߅を示すがんװ細胞の

ࠜઈがඞਢですが、その数はগなく、ै དྷ๏では癌װ細胞の分཭と解

ੳはࠔ難でありました。ࢲୡは数छの合成ߴ分子ϋイドロゲル上で癌

細胞をഓཆすると、24時間Ҏ内にsphereをܗ成して癌װ細胞マー

カー分子の発現がဏ進、in vivo腫瘍ܗ成ೳを֫ಘすることを໌らか

にしました（ಛڐ出028833-2017:ئ, 癌װ細胞の製଄ํ๏）。この

技術を用いることによって、がんװ細胞を標的としたༀࡎスクリーχ

ングを実施でき、কདྷ的に発生のՄೳੑがある࠶発腫瘍のੑ࣭を予

ଌし、予๷的࣏ྍༀを౤༩することがՄೳとなります。現在、この研究

成Ռの医ྍ応用を目指して、๺大病院臨床研究開発センターおよび

細胞診断Ωッτʯの開װ൫としたがんجしてʮϋイドロゲルをܞ学連࢈

発にண手していますߴ。 ඼࣭׌つߴ精度のゲルの҆定څڙ、癌װ細胞

スクリーχング用のༀࡎの確อ、Ωッτ化、ൢ ചルーτの確立など、ا

業との連ܞがܽかせません。研究成Ռを଺る事なく迅速にࣾ会にؐ

、࢈するためにݩ 学間の৘報交׵とスϜーζなҙૄࢥ௨を重要と考

えています。

　このプロジΣクτには、当教室の教員（田中、Ԧ、ਿ野、ઋ༿、໦ଜ）・

大学院生（ླࣛ、୩઒、（ԕ藤））に加え、医学部学生（5年ੴ௩、4年੨

山・૔Ҫ）やઌ୺生໋科学院のཹ学生（.artin 'rauenlob）らが参加

し、またࠃ立感染研の長୩઒लथઌ生や࣎լ医大のҏ藤༃ઌ生とڞ

同研究をさせて௖き、大ن໛に研究をల開しています。また、別プロ

ジΣクτとして、前๺大෭学長の҆田࿨ଇઌ生と一ॹにʮϋイドロゲル

を用いた関節ೈ࠶ࠎ生研究ʯもల開しています。医学とバイΦマテリ

アルを༥合して๺大からઌۦ的な研究成Ռを発৴するとڞに、癌࣏ྍ

を始め࠶生医ྍなど広く医学・医ྍの発లにݙߩできる人材を๺大で

育成す΂くऔり組んでいます。

2.幅広いバックグラウンドによる豊かな研究展開
　当教室には病理医に加えて、臨床医、臨床検査技師、医学部学生、

ཹ学生など༷々な立場の人が在੶し、֤ ࣗのΦリジφリティを大事に

しつつ、協力して研究をల開しています。๺大他学部・他大学・ւ外の

大学や研究所とのڞ同研究、また࢈学連ܞ研究も複数実施していま

す。現在、ࢲがಛに関܎している研究では、1）大௎癌എܠ೪ບの遺

伝子発現解ੳによる予๷的࣏ྍ๏の確立（野ޱ）2）ᢄ臓がんにおけ

るCRKアμプター分子ٴび遺伝子変ҟを標的とした৽ྍ࣏ن๏開発

（২ଜ、๺大ి子研・ډ城ઌ生、ྛ ）、3）グリΦーマのༀࡎ଱ੑػংの

解 （໌ླࣛ、6年ುౡ）、4）਷ບ腫ٴびS'T�)PCにおける遺伝子解ੳ

（5年ླ໦、5年࢛宮）、5）ഏଟܗ癌のN(S解ੳによる病ଶ解໌と৽

・ߴ分子標的࣏ྍ๏のద用（౦大ن ࣰ・ਔ会ܢઌ生、手Ҵࡕ ઌ生、大ݪ

৿ઌ生）、等をల開しています。今後も皆さんと協力しながら、医学の

本࣭にഭる研究をଓけていき

たいとࢥっています。

ࠒ後にこれらの研究を日࠷　

より͝ࢧԉԼさっている同門

のઌ生ํ、関連病院のํ々、

当教室の技術員・検査技師・ൿ

書のํ々に心よりྱޚਃし上

͛ます。（本文ষ中で教室関連

のํ々はܟশུとさせて௖き

ました。）

（2017年9月）

1.  DNゲルによる癌幹細胞誘導。DNゲル（A）上での脳腫瘍細胞のsphere形成（B）と癌幹細
胞マーカーSox2の発現誘導（C）。

2.  2016年日本分子生物学会での発表打ち上げ
（横浜）。
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講師　谷野  美智枝

　2016年も診断、教育、研究と幅広く仕事をさせていただきました。研究໘

では大学院生、学部学生さんとڞに、分子生෺学的手๏を用いたૅج研究、

病理検体を用いた臨床病理学的研究、さらに྆ऀの༥合による分子病理診

断を目指した研究を行っています。本年はࣗ分が担当している大学院生の研

究内容を紹介したいとࢥいます。

【基礎研究】
　修࢜՝ఔのԬ৿༏།さん、๺࡚アリサさん、࡫۝めいとڞにʮ子宮ᰍがん、

ѱੑグリΦーマの์ࣹઢ࣏ྍ଱ੑのϝカχζϜの解ੳʯʮѱੑ中皮腫におけ

る୤ϢビΩチン化߬ૉの໾ׂʯに関する研究を行っています。どのような癌で

あっても、同じ病理診断のもと同じ࣏ྍを行ってもߴ感受ੑを示し࣏༊にࢸ

るํと௿感受ੑで難࣏ੑ予後不ྑな経過をたどるํがいます。Ԭ৿さんは子

宮ᰍがんの์ࣹઢ࣏ྍ後࠶発腫瘍のѱੑ化に)ippo signaling pathway

が関༩していることが໌らかにしました。この研究成Ռはୈ39回日本分子生

෺学会で発දしӳ文論文ࣥච中です。൴ঁは2年間の修࢜՝ఔをଔ業し見事

にब৬ࢼ験をಥഁし2017年य़からロγュ・μイアグϊティックス᷂にब৬し

活༂しています。

　๺࡚さんはอ݈学科4年のଔ業研究からҾきଓき修࢜՝ఔに進学しѱੑ

グリΦーマの研究を行っています。イιクΤンࢎジώώドロゲφーθ	*D)1


遺伝子変ҟが࣏ྍ感受ੑと関連があることは臨床検討によりすでに報告さ

れています。ࢲたちはこの遺伝子変ҟが์ࣹઢ࣏ྍ感受ੑとも関༩している

のではないかという؍఺から分子ϝカχζϜの研究を行っています。この研

究から*D)1変ҟが࣏ྍ後の上皮間༿Ҡ行（&.T）やアϙτーγスに関わる

経࿏に関連していることが໌らかになりました。この研究成Ռはୈ76回日本

癌学会、癌ஊ話会で発ද予定です。

さんはѱੑ中皮腫における୤ϢビΩチン化߬ૉの໾ׂを研究してい࡫۝　

ます。中皮腫細胞גと病理検体ではਖ਼ৗ中皮細胞にൺ΂ѱੑ中皮腫で発現

がဏ進しさらには、予後に関༩することがわかりました。詳細な分子ϝカχζ

Ϝに関しては現在解ੳ中ではありますが、৽ྍ࣏نターゲッτを提Ҋできる

のではないかと期଴しています。またこの研究はʮ中皮腫を૝う会ʯという勉

強会のϝンバーであるࡳຈ医大ୈೋ病理のߴᖒઌ生にも協力をいただき、こ

の会からのڞ同研究としてୈ76回日本癌学会、癌ஊ話会で発ද予定です。

ࣸਅは勉強会ϝンバーでのԬ৿さん送別会の時のࣸਅです。2025年に日

本ではϐークをܴえること

が予ଌされている中皮腫

に対する৽しい診断ํ๏、

࣏ྍ๏の開発を目指して、

当教室、๺大病理部、ࡳຈ

医大のࠞ合ϝンバー10人

で2回�月勉強会を行って

います。

【分子病理診断を目
指した研究】
　ۙ年、腫瘍に関する分子

৘報が๲大に஝ੵされ、こ

れにͮجく腫瘍分ྨのඞ

要ੑがߴまってきておりま

す。そのઌਞを切り遺伝子

診断をいちૣくऔり入れ

たintegrated diagnosisにͮجくਆ経᡼腫診断が20168)O脳腫瘍分

ྨվగୈ4൛で発දされました。

　ത࢜՝ఔの大৿༏子さんはʮᢄ೯胞ੑ腫瘍関連ᢄ癌の発生ػংの解

ੳʯに関する研究を行いました。詳細な組織ܗଶ࡯؍から、എܠᢄ、Pan*N、

*P.N、ਁ ५癌それぞれに関して解ੳターゲッτをબび、それぞれの部分から

DNAをந出し࣍ੈ୅γーケンスによる遺伝子解ੳを行い臨床予後とのൺֱ

を行うという研究です。この研究によりᢄ೯胞ੑ腫瘍からの発癌のଟ༷ੑが

໌らかになりました。本研究にͮجく分子病理診断による৽分ྨを提এ予定

です（論文౤ߘ中）。本研究は、手Ҵܢਔ会、౦ಙऱ会病院、当教室とのڞ同

研究論文として6nited &uropean (astroenterology 8eek2017予定

で、”Posters of &Ycellence”にબ͹れました。大৿さんのᢄ癌に対する៛

ີなܗଶ࡯؍と৘೤が見事な研究成Ռにつながりました。さらに学部5年生

のߴ田ᣦԝさんと4年生のླ໦ڤ೭܅とはʮݪ発不໌癌に対する分子標的࣏

ྍのՄೳੑʯに関して病理ܗଶ、໔Ӹ染色、digital PCRを用いた検討を行い

ました。臨床的にも病理的にもݪ発୳しが࠷༏ઌされますが、࣏ ྍ標的を見

つけること重要ੑを提Ҋする内容でୈ106回日本病理学会にて発දしまし

た。この研究には*'.SAのཹ学生である୆࿷の医大生であるカースティさ

んも検討に参加しました。ݪ発不໌癌の現状と՝題に関してڞに勉強するこ

とで࣍ੈ୅同ࢤのࡍࠃ交ྲྀもできました。

【日々の病理診断に基づく症例解析】
　ੴ઒ຑྙさんがࣗ分の経験した院内入院中のಥવࢮと感染ੑ動຺Ԍ症例

をきっかけに、これまでの同༷の剖検症例に関して後ろ޲きに臨床病理学的

解ੳを行い、もともとの感染૥の࣏༊過ఔにおいても動຺のԌ症はભԆしഁ

྾‎臨床医の予ଌしえない院内ಥવࢮがىきることをӳ文論文として発දし

ました	*nter� .ed 2017, in press
。また౦ঁژ子医大からの大学院生で

ある٢田࿨඙ઌ生は前立થの਑生検診断においてTR*.29という୿നが৽

ఈ細胞マーカーとして有ޮであるという論文をࣥචしӳ文論文としてجのن

౤ߘ中です。

　臨床૾に直݁する遺伝子発現、୿ന発現による৽しい分子診断が腫瘍ੑ

病変のΈではなくඇ腫瘍ੑ病変にも広がり、今後は༷々な࣬ױにおいてܗଶ

に加え分子診断にͮجく分子病理診断による࠶分ྨが加速しそうです。病理

学はʮ病の理ʯを臨床医学からもૅج医学からも学Ϳことができ、さらに྆ऀ

に発৴していく分野です。ࢲもその分野に所ଐする一人として࣬ױの病ଶを

໌らかにし医学の発ల、医ྍの進าに໾立ちたいとࢥいます。࠷後になりまし

たが、本年も、病理診断のίンサルτ、ߨ ・ٛ実शの応ԉ、さらにはڞ同研究を

介して同門のଟ数のઌ生のお力ఴえをࣀりました。心からの感ँをਃし上͛

ますとڞに、今後とも͝指導、͝ ฬᎪの΄ど何ଔよろしくおئいகします。

（2017年9月）

左から津田、出口、岡森、谷野、丸川、青山、高澤、九笹、
北崎、清水

David Louis先生ご夫妻@脳腫瘍病理学会2017
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特任助教　王  磊

新たなスタート
　本年度より、腫瘍病

理学教室のಛ೚助教と

なりました。ࡢ年度にて

୳索病理࠲ߨがऴྃし

ましたが、ࢲは5年間、

ಛ೚助教としておੈ話

になりました。同門会のઌ生がたには、たくさんの͝指導やܹྭをい

ただき、ありがとう͟͝いました。5年前当時はૅج研究を主として

いたࢲが、今や臨床研究、さらには臨床診断（がん遺伝子診断）にま

でܞわるようになり、զながら大いに成長した期間だったとݴっても

過ݴではありません。（ࣸਅはがん遺伝子診断部のフラテઆ໌会）

今年4月からは、ࡍࠃ連ܞ研究教育ہも݉೚させていただいていま

す。今まで学んだことを活かし、臨床研究、さらに臨床応用の視఺か

ら、ૅج研究を大事に、৽たなスターτをしたいと考えています。

①  がんඍখڥ؀と(lioNaの関連にͮجいた、৽たな࣏ྍターゲッ

τの୳索

　がん組織はがん細胞に加えて݂؅やリンパ؅、間࣭細胞等からߏ

成され、これらを含めてʮがんඍখڥ؀ʯと定ٛされます。がんඍখ

作用が、がんの進లやѱੑ度にਂく関༩するޓ内での細胞間૬ڥ؀

ことが報告されています。一ํ、᡼ժ腫は、8)O分ྨ(rade 4に分

ྨされるۃめて予後不ྑの脳腫瘍であり、᡼ժ腫ಛ有の݂؅増生が

腫瘍のѱੑ度や予後と૬関することが報告されていますが、その分

子ϝカχζϜはະだ不໌です。本研究では、᡼ժ腫の݂؅पғඍখ

݂、においてڥ؀ ؅内皮細胞から分ൻされるӷੑҼ子が᡼ժ腫細胞

のѱੑ化に༩えるӨڹについて分子生෺学的に解ੳしました。᡼ժ

腫細胞༝དྷのഓཆ上ਗ਼で予めܹࢗした݂؅内皮細胞のഓཆ上ਗ਼を

成さܗび᡼ժ腫細胞に൓応させると、腫瘍細胞内に細胞接ணൗが࠶

れ、細胞増৩・細胞接ண・上皮間༿Ҡ行（&pithelial-.esenchyNal 

transition� &.T）関連分子の発現あるいは活ੑ化がဏ進し、腫瘍

細胞のਁ५ೳがဏ進します。これらの݁Ռより、᡼ժ腫のඍখڥ؀に

おいて᡼ժ腫細胞と݂؅内皮細胞はӷੑ成分を介して૬ޓ作用し、

᡼ժ腫細胞の増৩ೳおよびਁ५ೳをဏ進させることが໌らかとなり

ました。

②  腫瘍病理学教室の主װ研究:ϋイドロゲルの臨床応用に޲けての

動෺実験の解ੳ

　腫瘍病理学教室は3年前から๺大の(*-CoR&研究に参加し、がん

生について研究を進めています。これからさ࠶びਆ経ٴ細胞診断װ

らに臨床応用を目指して動෺実験の解ੳがඞਢとなり、そこにࢲも

参加させて௖き、ϋイドロゲルの医ྍ応用に޲けて研究をల開して

います。

ア、ϋイドロゲルによるೈ࠶ࠎ生

　๺大ઌ୺生໋科学研

究院のグン教授を中心

に、ݩスϙーπ医学分

野の҆田࿨ଇ名誉教授

（前๺大෭学長）、ઋ༿

ઌ生、腫瘍病理学教室

とのڞ同研究でDNゲ

ルを࠶生医ྍに用いる研究を行っています。これまで一度ଛইした

関節ೈࠎは࠶生しないと考えられていましたが、̓ 田ઌ生らは生体

ద合ੑを持ったDNゲルを΢サΪのೈܽࠎଛ部にຒめࠐむことで、

ೈࠎのࣗવ࠶生にੈքでॳめて成ޭしました。現在、臨床応用を目指

し、さらに研究を進めています。

イ、ϋイドロゲルによるがんװ細胞診断ٴびਆ経࠶生について

　腫瘍病理学教室ಠࣗでは、DNゲルを୅දとするϋイドロゲルをが

んװ細胞診断や癌࣏ྍに応用する΂く研究をਪ進しています。癌の

࣏ࠜがࠔ難のݪҼは、癌が์ࣹઢྍ๏や化学ྍ๏に対して࣏ྍ఍߅

ੑを֫ಘし࠶発するためであり、これには癌װ細胞の関༩が໌らか

になっています。ै って、癌װ細胞のಛੑを解ੳし、癌װ細胞を標的

とした࣏ྍをద用することが࣏ྍઓུ上重要ですが、癌組織内での

癌װ細胞のׂ合はۃめて௿く、またଟ༷ੑからその解ੳはࠔ難であ

りました。当教室はではϋイドロゲルを用いて癌װ細胞を༠導・ೱॖ

し、癌װ細胞のಛੑや遺伝子変ҟを解ੳすることにより、֤ 癌༷ऀױ

に࠷దな分子標的࣏ྍをಧけるために研究をల開中です。

生活についてになりますが、Ո଒と日本にӬॅすることࢲ、後に࠷　

がܾまりました。子ڙたちもݩ気に過 し͝ており、ೋ人とも日本を大

਎は週຤になるࣗࢲ。に௨っていますߍຈຈ๺খ学ࡳ、きになり޷

と、௼りやΰルフをָしんでいます。これからもՈ଒と一ॹに生活す

ることでさらにパϫーアップし、精一ഋؤுりたいとࢥっています。今

後も腫瘍病理学教室の一員として、研究、病理解剖、教室行事にܞわ

れることを本当にありがたくࢥいます。この教室をࢧえてくださって

いる同門のॾઌ生がた

΁の心からの感ँをڳ

に、教室のさらなる発ల

に޲けて౒力して参り

ます。

（2017年9月）
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特任助教　仙葉  愼吾

が๺ւಓ大学にண೚し、現在の研究を手がけてから5年の月日ࢲ　

がྲྀれました。これまでの間、๺ւಓ大学が開発した合成ゲルによ

るଛইೈ࠶ࠎ生の分子ϝカχζϜの解໌と、人޻ೈࠎ΁の応用を

目指して研究を進めております。

　๺ւಓ大学では、これまでにないߴい強度を持った合成ߴ分子

ゲルであるPA.PS�PD.AANμϒルネッτϫーク（DN）ゲルを

開発しており、これをՈీ関節ೈܽࠎଛ部のجఈにຒ২すると、4

週後にそのܽଛ部（ۭܺ）に঳子ೈࠎがin vivoでࣗવに࠶生する

現৅をੈքでॳめて発見しております。また、ೈࠎ前ۦ細胞である

ATDC5細胞を用いた研究から、このDNゲルが༠導するೈ࠶ࠎ生

においてߏ成成分の一つであるෛిՙを持ったPA.PSゲルが細

胞の分化༠導に重要な໾ׂをՌたしていることを示しております。

分化ϝカχζϜࠎは、PA.PSゲルによるATDC5細胞のೈࢲ　

を解໌することを目的とし、ҎԼのことを໌らかにしました。（1）

PA.PSゲルでೈࠎ分化を༠導したATDC5細胞ではインγュリ

ンで༠導した場合とは遺伝子発現のパターンが大きくҟなりಛに

細胞外に分ൻされるタンパク࣭をίードするeYtracellular NatriY

（&C.）関連遺伝子の発現がPA.PSಛҟ的にဏ進していること、

（2）分ൻされた&C.がPA.PSゲルに஝ੵしATDC5細胞のೈ

࣭分化をさらにଅ進させること、（3）ࠎ ྔ分ੳ計を用いてPA.PS

ゲルに஝ੵしたタンパク࣭を໢ཏ的に同定した݁Ռ、ゲル中に3

ίラーゲンや、ίラーゲン݁合タンパク࣭、プロテアーθ્ܕ5、ܕ

タンパク࣭などの27छྨのタンパク࣭が含まれていること、の3֐

つです。

　これらの݁Ռをもとに࣍のようなԾઆを立てました。（1）細胞

がゲルのʮ߶ੑʯやʮిՙʯのようなܹࢗを1࣍ϝカϊセンサーが受

けऔることによって&C.関連遺伝子の発現変化がおこり༷々な

&C.がゲル上に分ൻ・஝ੵされる、（2）そして、ゲルに஝ੵされた

&C.からのܹࢗを2࣍ϝカϊセンサーが受けऔることでೈࠎ分化

がଅ進されೈ࣭جࠎであるtype-** collagenやaggrecanの遺伝

子発現が上ঢする、というものです。

　過ڈの研究では、ゲルが持つʮ߶ੑʯが1ܹ࣍ࢗとなってװ細胞

の分化運໋をܾ定ͮけるという報告がされていますが、本研究は

ゲルが分化にඞ要な2ܹ࣍ࢗとなるҼ子を஝ੵするʮリβーバーʯ

としてػೳすることを示すものであり、生体材料としてのゲルのՄ

ೳੑを大きく広͛るものです。つまり、ゲルにあらかじめೈࠎ分化

をଅ進する&C.を組Έࠐむことができれ͹、現在4週をඞ要とす

るೈ࠶ࠎ生をもっと加速できるのではないかと考えられます。

　Ҏ上の研究は、DNゲルをೈ࠶ࠎ生を༠導するʮバイΦリアク

ターʯとしての応用を目指したものですが、ۙ࠷になりDNゲルをࠎ

に強ݻにݻணさせる技術が開発されました。DNゲルをࠎに直接接

ணし、そのߴい力学的ಛੑを生かしたʮ人޻ೈࠎʯとしての応用が

期଴される技術です。今後も、これらの成Ռを発లさせることで、࠶

生医学・生体材料学の༥合ྖҬに大きなインパクτを༩え、࣍ ੈ୅

生体材料開発ྖҬでੈքをリードしていくことができるものとࢥい

ます。

（2017年9月）

1次メカノセンサーがゲルからの直接の刺激を受けることで分泌タンパク質の発現が上昇する。これらのタンパ
ク質がゲルに蓄積し、2次メカノセンサーを刺激することで軟骨基質の発現・分泌が上昇する。

ECMを蓄積させたPAMPSゲル（○）による軟骨分化促進。PAMPSゲル（●）で培養した場合よ
りも軟骨分化マーカーの発現はより早期に亢進する。
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特任助教　石田  雄介

　2013年からの஍Ҭ指導医にかかるܖ໿で、۴࿏࿑ࡂから大学に

໭って1年൒が経過し、一連のܖ໿も࢒りগない࠷ऴフΣーζとなり

ました。

　৽たな動きとしては、日本では౦ژ医科ࣃ科大学のゲϊϜ病理学

分野のੴ઒ढ़ฏ教授が乳癌などでઌ行している人޻஌ೳ	A*
によ

るݦඍڸը૾解ੳを、教室でも手がけることとなりました。

　手始めとして、ࢮҼ究໌センターに設ஔされたバーチϟルスライ

ドγステϜにすでにొ࿥されている脳腫瘍の症例から、確実な診断

がついているものを学शݩσータとして読Έࠐんだ上で、৽たなը

૾をどれだけ൑別できるか、あるいはglioNaであれ͹、その遺伝子

プロファイル	1p-19R codeletion、*D)1�2 Nutationなど
か

ら、人޻஌ೳで学शՄೳなܗଶのҧいを生じているか、など検討す

る予定です。

　すでに学部内で(P6サーバをར用している๺大֩医学教室の

ฏ田݈࢘ઌ生の協力をいただいて、当教室から脳腫瘍の例として

glioNaとlyNphoNaについて症例数および拡大཰を限定した

σータを持ちࠐんで実施したpilot studyでは、deep learningが

学शσータをきっちり読Έࠐんで、৽たな症例で100�の൑定݁

Ռを出すなど、৽しいՄೳੑが֞間見えました。

　これにより、教室でもこれまで஝ੵされたバーチϟルスライドサー

バのσータをよりن໛を大きくして解ੳするඅ用あるいは実行時間

の目్が立ちましたので、(P6サーバをߏஙしていくํ޲です。

　なお、本研究でもར用したࢮҼ究໌センターのバーチϟルスライ

ドサーバについては、৘報ج൫センターのݫしい接ଓ৚件をクリア

して、)*N&S内から学外΁ެ開ར用Մೳとなりました。すでに教室

セミφーの事前学शなどに活用されています。

　しかし、ར用が広がるとともにొ࿥症例も増加し、ެ 開サーバ内の

ϋードσィスクの容ྔがさっそくඡഭしてきました。バックアップも

ない状ଶですので、外部にݎ࿚で大容ྔのNASとిݯ૷ஔ、ローカ

ルドライϒฒΈのアクセスを実現するための10(イーサネッτを導

入予定です。

　また、教室内でも、かなりݎ࿚に運用されたファイルサーバ

Server-02が2018年ॳめにはՔಇ10年をܴえる見ࠐΈで、ো֐

時のଟ重バックアップがあるとはいえ、容ྔも࢒りগなくなってきま

したので࣍期サーバの導入を検討しています。

　ԕִ診断では、ଟ施設間連ܞとして、Ҿきଓきࢢ立ஓ内病院・ߐ

別ࢢ立病院との間の૒ํ޲のը૾伝送を用いたԕִ病理診断γ

ステϜの運用サϙーτ、およびொ立中標௡病院のバーチϟルスライ

ドサーバ΁の7PN接ଓサϙーτを行っていますが、大学の接ଓ੍

限が年々ݫしくなることに加えて、施設ଆでも৚件がݫしくなった

例もあり、これまで動ը伝送に使っていたアプリケーγϣンが使え

なくなったり接ଓに੍限が生じることがあるために、施設によっては

SkypeあるいはTeaN7iewerなどの外部依ଘのサービスをバック

アップのために導入し、変わらない৚件でԕִ診断がՄೳとなるよ

うにサϙーτしています。

　学生のころにはちょうどインターネッτがੈքを変えていく現場

に݁Ռとして立ち会っていましたが、今度はバーチϟルスライドのల

開や人޻஌ೳの応用など、テクϊロジーの進าが、Ӭԕとࢥわれて

いたݦඍڸのੈքを大きく変えていく現場に立ち会っているのかと

。いますࢥ

をڸඍݦ、後の病理医になるか࠷を直接೷いて仕事をしたڸඍݦ　

೷かず仕事をする࠷ॳの病理医になるか、いずれにしても、࢒るܖ

໿の期間にはまだそこまで変わらないとࢥいますので、྆ ํの交わ

るところで݁Ռを出していきたいとࢥいます。

（2017年9月）
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助教　杉野  弘和

　ॳめまして。๺大91期のਿ野߂࿨とਃします。2017年の3月に

ॳ期研修を修ྃし、4月から腫瘍病理の一員となりました。ڪれଟく

も助教として࠾用して௖き、大変਎のҾきకまるࢥいです。どうぞよ

ろしくおئいいたします。

　ʮ研究報告ʯのཝではありますが、今回がॳめてですので、まずは

。ߴຈ育ちですࡳຈ出਎のࡳはࢲ。紹介をさせて௖きますݾࣗ はߍ

๺ւߴ等学ߍに௨っていました。野ٿで有名なߍߴですがಛに部活

は行っておらず、また、勉強もあまりಘҙではなく一࿘の຤にૣҴ田

大学理޻学部の応用෺理学科に進学しました。૬対ੑ理論やྔ子

力学にಌれて応用෺理学科をબ୒したのですが、入学後には分子生

෺学に興味を持ち、෺理学科で生෺を研究している生෺෺理学とい

う分野のધ௡ઌ生の研究室でଔ業研究を行いました。ޫܬイϝージ

ングをಘҙとする研究室で、分子ιーター（図1）という૷ஔの研究

開発にܞわりました。セルιーターというと細胞をػցにྲྀしてද

໘ݪ߅を解ੳしたりಛ定の細胞集ஂを分཭したりする૷ஔですが、

分子ιーターはその分子バージϣンです。細胞よりもখさな細胞内

খ器׭（Φルガネラ）やタンパク࣭などの分子を、細胞のようにػց

にྲྀして分཭する૷ஔです。この研究テーマが໘നくて、修࢜՝ఔ、

さらにはത࢜՝ఔに進Έത࢜をऔಘしました。ですが、医学に関連し

た分子生෺学を研究したいというࢥいがやはりあり、ത࢜औಘ後は

๺大の医学部に入学しました。入学後はす͙に、ୈ一生化学教室の

ᬑ研におੈ話になり、乳癌やਛ癌のγグφル伝ୡの分子生෺学ࠤ

的研究にܞわりました。

　病理を஌ったのは๺大にདྷてからになります。学生のࠒ、病理学

のٛߨで色々な)&標本のը૾が出て感動した、のではなく、病理

診断というかたちで臨床に接఺を持ちつつ大学でૅج研究してい

る࢟を見てʮいいな͊ʯとࢥったのがきっかけです。理޻学部にいた

ときは、分子ιーターが病気の解໌に໾立つという大きな目標のも

と研究していましたが、臨床の現場でどのような問題఺があり研究

をするඞ要があるのか、という఺についてはまったく実感がありま

せんでした。もちろん、޻学部、理学部でも、臨床上の問題఺を的確

に把握して病気の解໌や࣏ྍに大きくݙߩしているํはଟくいらっ

しΌいますが、ࢲの場合はࣗ分ࣗ਎で問題఺を感じて研究を行いた

いとࢥっていました。医学部のٛߨで病理のઌ生の話をฉく中で、

病理に対する興味が෸いてきました。当時、ୈ一生化学教室のࠤᬑ

研にいたࠒのࠤᬑ研のҿΈ会にۮવ田中ઌ生が参加しており、その

とき田中ઌ生にʮ病理に興味がありますʯとݴったところ、学生切り

出しと౔༵日の病理診断のԼ書きに༠っていただきました。そこで

経験した病理診断がとても໘നく、病理のಓ΁進むにࢸりました。

　現在、ࢲはػߴೳゲル（Double-Network gel: DN gel）を使っ

た研究を行っています。これまでの研究によりDN gel上で腫瘍細

胞をഓཆするとsteN cell Narkerの発現が上ঢし、in vivoでの腫

瘍ܗ成ೳがဏ進することが見出されています。ࢲはイΦンチϟネル

にண目し、この現৅のϝカχζϜを解ੳしています（図2）。とても大

きなՄೳੑをൿめたゲルだとࢥいますので、よい݁Ռを͝報告でき

るように研究にଧちࠐんでいきたいとࢥいます。

け出しではありますが、研究、病ۦ年目のࡾはまだ医ऀࢲ、後に࠷　

理、教育を௨じて教室の発లにݙߩしていきたいと考えていますの

で、皆༷どうぞよろしくおئいகします。

（2017年9月）

図１　分子ソーター 図２　イオンチャネル（Piezo1）をknockdownしたHeLa細胞をDN gel上で培養
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長ౢ৆

　この度、ୈೋ病理同門会より長嶋৆である研究׶ಆ৆にબ出して

௖いた࣫ށສࣿಹです。2014年1月から2017年3月まで、ୈೋ

病理で技術ิࠤ員としてۈ務しておりました。標本作製をはじめと

する日々の業務の๣ら、学会での症例報告など、研究的な໘でも勉

強するػ会をଟく༩えて௖きました。その中でこのようなӫ誉ある

৆にબんで௖けたこと、大変ޫӫにࢥいます。͝ 指導௖いた田中৳

ޚ教授をはじめとするスタッフのઌ生ํ、教室員の皆༷にվめて࠸

ྱਃし上͛ます。

　大学ଔ業後はがん研有໌病院で細胞診の勉強をしており、その

後、学生時୅の͝ԑもありୈೋ病理でಇかせて௖くことになりまし

た。今回受৆した論文は、୩野ඒஐࢬઌ生より༩えて௖いたテーマ

であり、それまでとはҧった視఺から細胞診について学Ϳྑいػ会

になったとࢥいます。ී ஈの業務であまり細胞診に৮れられない

分、学会で発දするػ会をੵۃ的につくってくださるなど、興味のあ

る細胞診の分野で஌ࣝをਂめることのできるڥ؀を༩えて௖けた

こと大変感ँしております。

　この症例は、ߕ状થ乳頭癌のະ分化స化の経過を、ڳਫ細胞診、

心೯ӷ細胞診によって࡯؍することができたۃめてكなケースであ

りました。細胞診そのものの有用ੑをվめて認ࣝしたことは໪論、

細胞సࣸ๏を用いて໔Ӹ細胞化学染色を行うなど、理論や手技を

実ࡍに確認することができたという఺でもҙٛのある経験になった

とࢥっております。

めており、དྷ年ۈຈ病院の臨床検査科にࡳは現在NTT౦日本ࢲ　

から病理・細胞診検査部門に഑ଐとなります。一ൠ病院の病理部と

いうことで、ୈೋ病理でಇいていたࠒとはまたҟなる、ଟ༷な症例

にଟく৮れることができるのではと考えています。ୈೋ病理在੶中

は、ઌ生ํや教室員の皆༷が本当によくしてくださり、Թかいงғ気

の中とてもָしくಇかせて௖きました。今後は、ୈೋ病理で学んだ

஌ࣝや技術をߋにຏきつつ、ૣ く一人前の検査技師になれるよう精

進していきたいとࢥっております。Ҿきଓき͝指導͝ฬᎪのఔٓしく

おئいਃし上͛ます。

長嶋賞とは ए手研究ऀの育成を目的に、長嶋ୈ4୅教授によって2009年に૑設された、
ୈೋ病理同門会の研究঑ྭ৆。දজࣜは毎年同門会૯会で行われる。

選考委員長
北海道大学名誉教授　　長嶋　和郎

選考委員
北海道大学医学部第二病理同門会会長 北野　明宣 北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター教授 澤　　洋文
北海道大学名誉教授 中村　仁志夫 北海道大学大学院医学研究科教授 田中　伸哉
北海道大学大学院歯学研究科教授 進藤　正信 北海道大学大学院医学研究科特任教授 西原　広史

ຈ病Ӄྟচ検ࠪ科ʣࡳ�ສࣿಹʢ/55౦೔ຊށ࣫

長嶋賞を受賞して

ड৆࿦จ
ؙ、広史ݪ৿୩७、໦ଜଠ一、੢、ࢬສࣿಹ、୩野ඒஐށ࣫ ઒活࢘、দ野޺٢、田中৳࠸

がった1剖検症例ڍ状થ乳頭癌のະ分化స化がؑ別にߕਫ細胞診にてഏથ癌およびڳ

北海道臨床細胞学会会報, 24, 43- 47, 2015

長嶋賞選考委員会

（2015年臨床細胞学会出張時に撮影）
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　この度、ୈ2病理同門会より名誉ある長嶋৆を受৆させていただ

きました、ࡳຈ医科大学ෟଐ病院病理部の৿୩　७とਃします。Ӭ

きに౉り๺ւಓ大学病院病理部（ෟଐ病院時୅から）に臨床検査技

師として在੶し、ฏ成26年7月より腫瘍病理学分野に技術ิࠤ員と

して在੶し、教室スタッフの皆さまにかわいがっていただきました �

病理技師として臨床現場一ےで研究のʮけʯの字も஌らないࢲにஆ

かい͝指導をいただきましたことを、վめてྱޚਃ上͛ます。

　当時、本研究である迅速໔Ӹ染色のઌۦけとして田中教授をはじ

め、௡田ઌ生、୩野ઌ生らがطにこの研究を進めておられ、ࢲがෝ೚

するや൱や、୩野ઌ生の強いラϒίールで஥間入りすることができ

ました。Ҏ前から໔Ӹ染色に຅頭していたこともありʮまた໔Ӹ染色

か・・・ʯと଍౿Έ状ଶで研究を進めました。迅速໔Ӹ染色は術中迅速

病理診断のิ助目的に使用されることがあるものの、その技術は確

立されたものでは

なく、染色ੑも༏れ

たものではແかっ

た。そこでզ々は、

ిքඇ֧፩技術を

౥載した迅速໔Ӹ

染色૷ஔラϐーτ

を用いて、迅速ੑ

と精度、ิ 助診断としての有用ੑを検討した。腫瘍病理学分野は脳

腫瘍を専門とする教室であり、外部関連施設から脳腫瘍術中迅速病

理診断の依頼がଟい。脳腫瘍はそのѱੑ度を術中迅速診断で൑定

することがٻめられるが、検体がඍখであることや、ౚ݁に൐う変ੑ

などで診断に難ौすることもগなくない。そんな中での迅速໔Ӹ染

色は期଴の੕であった。༷ 々な検討により、ౚ݁切ยはもとより、細

胞診検体においてもその染色ੑ、迅速ੑはଛなわれず、Ӭٱ標本と

のൺֱにおいてもଝ色ແい݁Ռであった。ここまで進めでこれたの

は直接͝指導してくださった୩野ඒஐࢬઌ生のおӄである。時にݫ

しく΄とんど༏しく。書いたことのແいӳ文論文は୩野ઌ生がࢲの

日本ޠをӳ༁してくださった。زつかのϋードルはあったが、brain 

tuNor pathologyに掲載されたのはかなりخしく、今後のࣗ৴に

もܨがりました。

　今回、このような名誉ある৆を受৆させていただき、大変ありがと

う͟͝いました。より一層、検査技師としてこの名にஏじ͵よう精進

していきたいとࢥいます。Ҿきଓき͝指導͝ฬᎪのఔ、よろしくおئ

いਃし上͛ます。

歴代受賞者
200�年 ⾣大場 ༃子 ⾣Ԧ ᛲ

2010年 ⾣ാ中 Ղಸ子 ⾣໦ଜ ଠ一
2011年 ⾣୍山 ߂ߊ ⾣੨༄ ӯ子
2012年 ਅ࿏ ࡕߴ⾣ ଠ݈ ڮߴ⾣ ⾣ੁ野 ޺ඒ
201�年 ⾣藤Ԭ 容一࿕ ⾣઒ມ ଠ
2014年 ⾣宮࡚ ক໵ ⾣加藤 容ਸ
2015年 ࿘ ༑ีࡾ⾣ ⾣দ本 ོࣇ ⾣੪藤 ੣

৿୩��७ʢࡳຈҩ科େֶෟଐ病Ӄ病理෦ʣ

長嶋賞受賞によせて

ड৆࿦จ
Jun .oriya, .ishie Ann Tanino, ToNoko TakenaNi, ToNoko &ndoh, .asana 

6rushido, :asutaka Kato, Lei 8ang, Taichi KiNura, .asuNi Tsuda, )iroshi 

Nishihara, Shinya Tanaka

Rapid iNNunocytocheNistry based on alternating current electric field using 

sRuash sNear preparation of central nervous systeN tuNors� R-*)C study (roup� 

Brain Tumor Pathol. 2016 Jan�33	1
:13-8�

（2015年臨床細胞学会出張時に撮影）
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๺ւ道୳ࡧ病理ֶڀݚγϯϙジ΢Ϝ

日 時 ： 平成28年9月17日（土）　　場 所 ： ニューオータニイン札幌　　セミナー協賛 ： Philips
がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン・北海道がん医療を担う医療人養成プログラム

։ձͷ͝ѫࡰɹ�ా த�৳࠸（๺ւಓ大学大学院医学研究科 腫瘍病理学分
野 教授）

セッション1 : 「デジタル病理の世界展開」
޿�ݪ௕�ɿ��੢࠲ （࢙๺ւಓ大学大学院医学研究科 ୳索病理学࠲ߨ ಛ೚教授）

ҏ౻�ஐ༤
（ਆށ大学医学部付ଐ病院 病理診断科 病理部長・教授）

ʮσδλϧ病理ͷੈքల։ʯ

スポンサードセッション （Philips）
ʮ*.S サーバーγステϜを用いたσジタル病理診断の実ԋ�ُ田
૯合病院ʯ

σϞϯετϨʔλʔాݪ����େ
（ُ田૯合病院 臨床病理科 σジタルパιロジーಛ೚部長）

ランチョンセミナー 「デジタル病理ネットワークの未来」
�େ（ُ田૯合病院 病理部）ాݪ�௕�ɿ࠲

෱Ԭ�ॱ໵
（長࡚大学大学院医ࣃༀ学૯合研究科 病理学 教授）

ʮ/&%$1ʹ͓͚ΔϏοάϥϘߏ૝ʹ͍ͭͯʯ

セッション2 : 基礎研究からシーズを探索する
（師ߨ ๺ւಓ大学大学院医学研究科 腫瘍病理学分野）௕�ɿ��௡ా�ਅणඒ࠲

1���ᖒ�༸จ
（๺ւಓ大学 人्ڞ௨感染症リサーチセンター ෭センター長・教授）

ʮνΫϯάχΞ΢ΠϧεΛඪతͱ͢Δ৽߅ن΢ΠϧεԽ߹
෺ͷ୳ࡧͱղੳʯ

2���େ৔�༤հ
（๺ւಓ大学大学院医学研究科 細胞生理学分野 教授）

ʮΠϯϑϧΤϯβ΢ΠϧεཻࢠͷऔΓࠐΈΛ੍͢ޚΔγά
φϧ఻ୡߏػʯ

ຊ�խେࢁ��3
（Ѵ઒医科大学 腫瘍病理分野 ߨ師）

ʮಈ෺࣮؞؊ݧϞσϧ Β͔ΈͨҨ఻ࢠҟৗͱ؊࣭ܗ؞ͷؔ࿈ʯ

セッション3 : 臨床研究への架け橋
ढ़（๺ւಓ大学大学院医学研究科 腫瘍内科学分野 教授）߂�௕�ɿ�ळా࠲

1��໦Լ�Ұ࿠
（๺ւಓ大学大学院医学研究科 腫瘍内科学分野 ।教授）

ʮ)&32�ա৒ൃݱɾҨ఻૿ࢠ෯जᙾ͋Δ͍͸)&32�Ҩ఻
ผԽ࣏ྍͷ։ൃʯݸมҟཅੑजᙾʹର͢Δࢠ

2��ௗӽ�ढ़඙
（教授 ࠲ߨຈ医科大学医学部 病理学ୈ一ࡳ）

ʮ͕Μ໔Ӹྍ๏όΠΦϚʔΧʔͷ୳ࡧͱ໔Ӹ病理診断ʯ
3��௕୩઒�लथ

（立感染症研究所 感染病理部 部長ࠃ）

ʮ࣍ੈ୅ΠϯϑϧΤϯβϫΫνϯͱ෼ൻܕ*H"߅�ମʯ

セッション4 : 探索病理学の今後
（๺ւಓ大学病院 臨床研究開発センター長・教授）޺�య౻ࠤ�௕�ɿ࠲

੢࢙޿�ݪ
（๺ւಓ大学大学院医学研究科 ୳索病理学࠲ߨ ಛ೚教授）

ʮήϊϜҩྍΛ੾Γ୓ Ϋ͘ϦχΧϧόΠΦόϯΫʯ

ด会の͝ѫࡰ ሞ金 ਗ਼ത （๺ւಓ大学病院長）
※所ଐは開催当時

第6回　北海道探索病理学研究シンポジウム

プログラム

6回目となるدෟ࠲ߨ主催γンϙジ΢Ϝは学生もଟ数参加し、੝会でした。

特別講演 �
�࠸৳�௕�ɿ�ాத࠲

（๺ւಓ大学大学院医学研究科 腫瘍病理学分野 教授）

஛಺ޗݡ�
（ެӹஂࡒ๏人がん研究会がん研究所 分子標的病理プロジΣクτリーμー）

ʮ৽ੈ୅の病理ֶ΁のల๬ʯ

前列左から福岡教授、佐藤教授、長嶋名誉教授、竹内プロジェクトリーダー、寳金北大病院長、田中教授、秋田教授、西原特任教授
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ʯ࠲ߨ病理ֶࡧʮ୳࠲ߨෟد

〈設置期間〉
ฏ੒20೥10݄1೔͔Βฏ੒24೥3݄31೔ʢୈ1ظʣ
ฏ੒24೥4݄1೔͔Βฏ੒29೥3݄31೔ʢୈ2ظʣ

〈スタッフ〉
࠸৳�तʢ݉೚ʣ�ాதڭ
ಛ೚ڭतʢઐ೚ʣ�੢޿�ݪ ʢ࢙2014�12�31·Ͱಛ೚।ڭतʣ
ಛ೚ॿڭʢઐ೚ʣ�Ԧ�ᛲʢ2012�4�1ʙʣ
ಛ೚ॿڭʢ݉೚ʣ�୍߂ߊ�ࢁʢ2014�4�1ʙ11�30ʣ
ಛ೚ॿڭʢ݉೚ʣ�໦ଜ�ଠҰʢ2014�12�1ʙʣ

〈寄附者〉
第1期 �
ࣾձҩྍ๏ਓ๺ే�๺ే病Ӄ�理ࣄ௕ాח��Ұ
ձࣾ�୅දऔక໾ࣾ௕�ՖҪ�௠༤ࣜג࿨ൃ߬ΩϦϯڠ
μίɾδϟύϯࣜגձࣾ�୅දऔక໾ࣾ௕�ҏࠤ�ਖ਼߂

第1期 �
ࣾձҩྍ๏ਓ๺ే�๺ే病Ӄ�理ࣄ௕ాח��Ұ
ձࣾ�୅දऔక໾ࣾ௕�ՖҪ�௠༤ࣜג࿨ൃ߬ΩϦϯڠ

第1回北海道探索病理学研究シンポジウム
日時：ฏ成23年10月1日（౔）
場所：χューΦータχインࡳຈ
17ԋ題

第2回北海道探索病理学研究シンポジウム
〜୳索医 〜アジアとのίラϘレーγϣンを目指して：ܞと臨床の連ૅجྍ・

“Clinicopathological advanceNent of translational Nedicine: 
Collaboration between Asian countries”
日時：ฏ成24年10月6日（౔）
場所：χューΦータχインࡳຈ
ট଴発ද：ཥ 進成　Taipei .edical 6niv�（୆࿷）
ট଴発ද：金 ໦འ　Capital .edical 6niv� 	中ࠃ

8ԋ題

第3回北海道探索病理学研究シンポジウム
〜୳索医 〜౉しする臨床研究の৽ల開ڮ病理が：ܞと臨床の連ૅجྍ・
日時：ฏ成25年11月9日（౔）
場所： χューΦータχインࡳຈ
9ԋ題

第4回北海道探索病理学研究シンポジウム  
〜୳索医 ：ྍ病理がڮ౉しする࠷ઌ୺がん臨床研究〜
日時：ฏ成26年10月25日（౔）
場所： ژԦプラβϗテルࡳຈ
8ԋ題
ಛ別ߨԋ：໼野੟ೋ　ઌ生（金୔大学がん進ల੍ޚ研究所腫瘍内科）

第5回北海道探索病理学研究シンポジウム  
〜病理がڮ౉しするװ細胞研究〜
日時：ฏ成27年10月24日（౔）　
場所： χューΦータχインࡳຈ
7ԋ題
ಛ別ߨԋࠤ： ୩ल行　ઌ生（ܚ応大学医学部ઌ୺医科学研究所遺伝子੍ޚ
研究部門）

探索病理・腫瘍病理特別シンポジウム
ʮがんクリχカルγークΤンスの臨床実૷にむけてʯ
日時：ฏ成28年3月19日（౔）
場所：๺ւಓ大学医学部学༑会ؗフラテ
8ԋ題

第6回北海道探索病理学研究シンポジウム
日時：ฏ成28年9月17日（౔）
会場：χューΦータχインࡳຈ
9ԋ題
ಛ別ߨԋ：　஛内ޗݡ　ઌ生　（ެӹஂࡒ๏人がん研究会がん研究所）

シンポジウム開催

発 行 物

育成を目標に設ஔされ、ແ事に8年ࡂ൫を確立し、医学քをリードする人ج๏開発のためྍ࣏نઌ୺の研究成Ռを発৴するとともに৽࠷
の೚務を完ྃしました。

୳索病理学࠲ߨ中間報告
（2011年1月〜2014年12月）

୳索病理学࠲ߨ中間報告
（2008年10月〜2010年12月）

୳索病理学࠲ߨ業੷集
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広史 ઌ生 ݪ長 ： ੢　࠲
（๺ւಓ大学大学院医学研究科୳索病理学࠲ߨ ಛ೚教授）

【演題1】
多発脳病変を呈した80歳男性
、ੴ田　༟थ1、ҏ౦　ຽ༤1、1لᔹ࡚　ஐ、1ࢢݑ　藤ࠤ
ඌ࡚　ؙٛ1、中ଜ　ത඙1、୩野　ඒஐ2ࢬ、田中　৳2࠸ 
1中ଜه೦病院脳ਆ経外科脳腫瘍センター　2๺ւಓ大学医学研究科腫瘍
病理学分野

【演題2】
リンパ増殖性疾患の鑑別が問題となった脳脊髄多発病
変の1例
നҪ ৻一1、Ѩ部 1ܙ、長প ྄࣎1、上床 ঘ1、੢ଜ ༸ত
、ߴ1  ल2、ാ中 ޱ育子1、দౡ 理໌1、加ೲ ਸ༟1、山 ڮ
Ղಸ子3、੢ݪ 広史4、໼部 一࿠1ࠤ、 々໦ ल直1
1๺ւಓ大学　ਆ経内科学　2同　脳ਆ経外科学　3๺ւಓ大学病院病理
部　4๺ւಓ大学　୳索病理学

【演題3】
Tumefactive multiple sclerosisと診断した老年男
性の脳手術検体
୩઒ ੟1ࠤ、 藤 2ࢢݑ、੢ଜ ༸ত3ࠤ、 々໦ ल直3、長嶋 
࿨࿠4、田中 ৳1࠸
1๺ւಓ大学大学院医学研究科腫瘍病理学分野、2中ଜه೦病院脳ਆ経外
科、3๺ւಓ大学大学院医学研究科ਆ経病ଶ学࠲ߨਆ経内科学分野、4ࡳຈ
౦ಙऱ会病院病理診断科

ミニレクチャー 
長 ： ໼部 一࿠ ઌ生　࠲

（๺ւಓ大学大学院医学研究科ਆ経内科学分野 ।教授）
「神経活動とアミロイドβ蓄積に関する実験病理学的研
究」
छҪ ળ一 ઌ生

（౦ژ大学大学院医学ܥ研究科 人体病理学・病理診断学分 
助教）

※所ଐは開催当時

ୈ4�ճ೔ຊਆܦ病理ֶ会北海道஍ํ会
日　時 ： 平成28年10月29日(土)午後2時30分～5時30分
場　所 ： 北海道大学医学部　医歯学総合研究棟3階　組織病理実習室
世話人 ： 田中 伸哉

特別講演
ઌ生（๺ւಓ大学大学院医学研究科腫瘍病理学分野 教授） ࠸৳ 長 ： 田中　࠲

演　者 ： 武井 英博 先生（旭川医科大学病院 病理部　部長）
演　題 ： Metastatic Brain Tumors

一 般 演 題

検鏡中の武井先生と田中先生。後列は長嶋先生と谷川先生ミニレクチャー講演中の種井先生

特別講演の武井先生
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˙北海道脳腫瘍病理ݕ౼会
　教室の外科病理診断の中では、ಛに脳腫瘍検体がಓ内の中心的なଟくの病院から集まり、年間250件Ҏ上となっています。
その中で問題症例や貴重症例などを臨床のઌ生ํとਂく議論するために、ฏ成19年、๺ւಓ脳ਆ経外科ه೦病院の加藤ਖ਼ਔ
ઌ生の੠がけで๺大脳外科腫瘍൝および関連病院のઌ生ํ、中ଜه೦病院などのઌ生ํにいらしていただき検討会が行われ
ています。年に数回の開催です。

第22回 北海道脳腫瘍病理検討会
日 時 : 平成28年3月17日(木)18:00 ～20：00
場 所 : 北海道大学医学部フラテ会館大研修室
症 例 : 1. 北麻生脳神経外科病院　鴨嶋 雄大 先生

北大腫瘍病理 谷川 聖 先生
ʰ88ੑঁࡀに生じたڊ大な頭֖内外腫瘍  ɦ（16-
0279）

2. 北大脳神経外科 山口 秀 先生
北大病院病理診断科 畑中 佳奈子 先生

ʰҟष発作で発症したࠨଆ頭༿内ଆ部腫瘍の一例  ɦ
ঁࡀ27 （ੑP2015-4504）

3. 中村記念病院 石田 裕樹 先生
北大腫瘍病理 田中 伸哉 先生

ʰPiloNyYoidastrocytoNaがٙわれたখ脳腫瘍の1
例  ɦ18ࡀ உ （ੑN16-003）

第23回 北海道脳腫瘍病理検討会
日 時 : 平成28年6月28日(火)18:00 ～20：00
場 所 : 北海道大学医学部フラテ会館大研修室
症 例 : 1.  北大腫瘍病理 石田 雄介 先生、

同 津田 真寿美 先生
ʰҙࣝফࣦ発作の精査で認められたࠨଆ頭༿೯胞ੑ腫
瘍  ɦ24࠽、ঁ （ຈ病理16-1421ࡳੑ）

2. 北大脳神経外科 斎藤 拓実 先生
北大病院病理診断科 中 智昭 先生

ʰجࠨఈ֩腫瘍の1例：࣏ ྍによる病理所見の変化  ɦ
உ ࡀ38 （ੑP2016-1027、2016-3491）

3. 中村記念病院 佐藤 憲市 先生
北大腫瘍病理 谷川 聖 先生

ʰѱੑグリΦーマがٙわれたࠨ前頭༿腫ᚅੑ病変の1
例  ɦ66ࡀ உ （ੑN16-058）

第24回 北海道脳腫瘍病理検討会
日 時 : 平成28年10月27日(木)18:15 ～20：10
場 所 : 北海道大学医学部フラテ会館大研修室
症 例 : 1. 中村記念病院 佐藤 憲市 先生

北大腫瘍病理 谷野 美智枝 先生
ʰଟ発脳病変をఄしたྸߴஉੑの1例ʀ80࠽、உੑ  ɦ
உੑ （N16-197） ࡀ80

2. 北大脳神経外科 茂木 洋晃 先生
北大病院病理診断科 清水 亜衣 先生

ʰ(lioblastoNaとAnaplastic OligodendroglioNa
のؑ別にྀۤしたѱੑਆ経᡼腫の一例  ɦ60ࡀ ঁੑ 

（P2016-6338）

3. 麻生脳神経外科病院 鴨嶋 雄大 先生
北大腫瘍病理 田中 伸哉 先生

ʰ84࠽உੑに生じた右前頭༿病変  ɦ84࠽ உੑ （16-
1344）

4.  北大腫瘍病理 田中 伸哉 先生 
ʰ脳腫瘍病理診断の現状報告-分子診断と迅速໔Ӹ染色-ʱ

Brain Cancer
	2016年

෢Ҫӳതઌ生がฤऀ、著ऀ。田中৳࠸
ઌ生、Ԭ田޺ඒઌ生、ҏ౦ຽ༤ઌ生が
ࣥචしている。

WHO改訂第4版
	2016年

田中৳࠸ઌ生がࣥචしている。

腫瘍病理鑑別診断アトラス・脳腫瘍
	2017年

田中৳࠸ઌ生、෢Ҫӳതઌ生、੢ݪ広
史ઌ生、୩野ඒஐࢬઌ生、ാ中Ղಸ子
ઌ生、౬ᖒ໌夏ઌ生がࣥචしている。
また同門の࣡ݪ-ށ༝ل子ઌ生もࣥච
している。

脳腫瘍病理カラーアトラス第4版
	2017年

田中৳࠸ઌ生、੢ݪ広史ઌ生、୩野ඒ
ஐࢬઌ生、ാ中Ղಸ子ઌ生、Ԭ田޺ඒ
ઌ生がࣥචしている。また同門の࣡ށ-
。子ઌ生もࣥචしているل༝ݪ

北海道脳腫瘍病理検討会の活動は下記の出版に貢献しています。
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　教室では毎年、*'.SA:*nternational 'ederation of .edical Studentʟs Association	ࡍࠃ医学生連ໍ
の学生さんを受
け入れています。およそ1カ月଺在して、研究・病理を勉強していきます。๺大医学部で1名受け入れると、医学部の学生がସわりに
ւ外΁1名୹期で勉強にいけるというγステϜで、医学部学生さん人気部活の1つとなっています。

IFMSA(国際医学生連盟)支援

▲2016年、愛嬌のある台湾のカースティ

▲2013年、ムーミンの国からきたマリア（前列右）

▲2009年、アミラは大変熱心に分子生物学の実験を行っていた

▲2006年、台湾からきたチェン

▲2015年、歴史的に親日家が多いトルコから来たベギュム

▲2011年、研究発表を終えたアニー

▲2008年、大変明るいダイアナと学生の藤枝さん

▲ 2014年、日系ブラジル人ジュリアナ

▲2010年、ポール（左から3番目）が髄膜腫研究を終えて

▲2007年、教室旅行で。左から青柳、高阪、エリー

2016 カースティ Kirstie（Taiwan）

2015 ベギュム Begum（Turkey）

2014 ジュリアナ Juliana Mika Kato（Brasil）

2013 マリア Maria（Finland）

2011 アニー Annie Kodinova（Bulgaria）

2010 ポール Paul Ammann（Germany）

2009 アミラ Amira Maowaia Mohamed Mukhtar（Sudan）

2008 ダイアナ Diana（Swizterland）

2007 エリー Ellinoora Aro（Finland）

2006 チェン Yi Cheng（Taiwan）
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ᶗ�ӳจ࿦จൃද

ᶚ�2016年౓ֶҐ࿦จ
ത ࢜ ౬ᖒ  ໌夏 ਷ບੑ腫瘍の分子遺伝学的マーカーと臨床病理学的Ҽ子との૬関に関する研究

ത ࢜ 加藤  ຑྙ ௿分化ң癌の個別化病理診断のための遺伝子プロファイリング

修 ࢜ Ԭ৿　༏། 子宮ᰍ癌΁の์ࣹઢরࣹ後のѱੑస化における:AP1の໾ׂの解ੳ

A）総数 19編
（&pubを含めたݪ著は19ฤ）

B）教室オリジナル 8編
（&pubを含めたݪ著は9ฤ）

Ⅱ.和文論文総数 2編
（&pub を含めたݪ著は3ฤ）

Ⅲ.学会発表総数 55

ӳ文 ݪ著論文*'のਪҠ（ڞ同研究含む）

ӳ文教室Φリジφルݪ著論文  *'のਪҠ

૯આͳͲ ঱ྫใࠂ 原ஶ࿦จ
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2014

<Original article>
1. Kato, Y., Nishihara, H., Mohri, H., Kanno, H., Kobayashi, H., Kimura, T., 
Tanino, M., Terasaka, S., and Tanaka, S. Clinicopathological evaluation of 
cyclooxygenase-2 expression in meningioma: immunohistochemical analysis of 
76 cases of low and high-grade meningioma.
Brain Tumor Pathol., 31, 23-30, 2014.  

2. Mahabir, R., Tanino, M., Elmansuri, A., Wang, L., Kimura, T., Itoh, T., Ohba, Y., 
Nishihara, H., Shirato, H., Tsuda, M., Tanaka, S. Sustained elevation of Snail 
promotes glial-mesenchymal transition after irradiation in malignant glioma. 
Neuro Oncol. 5, 671-685, 2014.  

3. Kohsaka, S., Hinohara, K., Wang, L., Nishimura, T., Urushido, M., Yachi, K., 
Tsuda, M., Tanino, M., Kimura, T., Nishihara, H., Gotoh, N., Tanaka, S. Epiregulin 
enhances tumorigenicity by activating the ERK/MAPK pathway in glioblastoma. 
Neuro Oncol., 16, 960-970, 2014 

4. Miyazaki, M., Nishihara, H., Terasaka, S., Kobayashi, H., Yamaguchi, S., Ito, T., 
Kamoshima, Y., Fujimoto, S., Kaneko, S., Katoh, M., Ishii, N., Mohri, H., Tanino, M., 
Kimura, T., Tanaka, S. Immunohistochemical evaluation of O（6） -methylguanine 
DNA methyltransferase （MGMT） expression in 117 cases of glioblastoma. 
Neuropathology, 34, 268-276, 2014  

5. Kawamata, F., Homma, S., Kamachi, H., Einama, T., shirai, Y., Tsuda, M., 
Tanaka, S., Maeda, M., Kajino, K., Hino, O., Takhashi, N., Kamiyama, T., 
Nishihara, H., Taketomi, A, and Todo, S. C-ERC/mesothelin provokes lymphatic 
invasion of colorectal adenocarcinoma. 
J Gastroenterol., 49, 81-92, 2014.  

6. Tanino, M., Sasajima, T., Nanjo, H., Akesaka, S., Kagaya, M., Kimura, T., 
Ishida, Y., Oda, M., Takahashi, M., Sugawara, T., Yoshioka, T., Nishihara, 
H., Akagami, Y., Goto, A., Minamiya, Y., Tanaka, S., R-IHC Study Group. 
Rapid immunohistochemistry based on alternating current electric field for 
intraoperative diagnosis of brain tumors. 
Brain Tumor Pathology, 32, 12-9, 2014  

7. Minami, Y., Kohsaka, S., Tsuda, M., Yachi, K., Hatori, N., Tanino, M., Kimura, 
T., Nishihara, H., Minami, A., Iwasaki, N., Tanaka, S. SS18-SSX-regulated miR-17 
promotes tumor growth of synovial sarcoma by inhibiting p21WAF1/CIP1. 
Cancer Sci., 105, 1152-1159, 2014  

8. Mitamura, T., Watari, H., Wang, L., Kanno, H., Kitagawa, M., Hassan, MK., 
Kimura, T., Tanino, M., Nishihara, H., Tanaka, S., Sakuragi, N. microRNA 31 
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21. 漆戸万紗那、森谷純、竹浪智子、鈴鹿淳、木村太一、西原広史、谷野美智枝、田中伸哉　術
中迅速圧挫細胞診による血管評価に基づいた神経膠腫の悪性度の検討 
北海道臨床細胞学会会報, 25, 19-23, 2016

22. 角谷昌俊、佐川憲明、富山光広、髙橋香織、土田恵、佐藤綾子、伴由香、木村太一、谷野美智
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枝、山下啓子　乳癌における造影超音波検査での染影所見と臨床病理学的因子との関係 
日本超音波医学会, 44, 41-48, 2017 (Epub2016)

Case Report
1. Yuzawa, S., Tanikawa, S., Kunibe, I., Nishihara, H., Nagashima, K., Tanaka, S. 
A case of giant cell-rich solitary fibrous tumor in the external auditory canal. 
Pathol. Int, 66, 701-705, 2016

2. Morimoto, D., Isu, T., Kim, K., Isobe, M., Takahashi, T., Ishida, Y., Takei, H., 
Morita, A. Surgical treatment for posttraumatic hemorrhage inside a filum 
terminale myxopapillary ependymoma: a case report and literature review. 
Eur Spine J, 25 (Suppl 1), S239-S244, 2016

3. Yoshimura, S., Ohta, T., Makita, K., Yamamuro, S., Ochai,Y., Sumi, K., Shijo, K., 
Yoshino, A., Homma, T., Sugitani, M., Yuzawa S., Nishihara, H., Tanaka, S. EXO1 
homozygous deletion suppresses the hydroxyurea sensitivity in anaplastic 
meningioma with extracranial metastases. 
Int J Clin Exp Med, 9,18618-18625, 2016

4. Konishi, T., Funayama, N., Yamamoto, T., Hotta, D., Kikuchi K., Ohori, K., 
Nishihara, H., Tanaka, S. Severe mitral regurgitation due to mitral leaflet 
aneurysm diagnosed by three-dimensional transesophageal echocardiography. 
BMC Cardiovasc Disord, 16, 234, 2016.

5. Saito M, Masutani M, Mabe K, Izumiyama K, Mori A, Irie T, Tanaka M, Morioka 
M, Tanino M. Regression of gastric de novo diffuse large B-cell lymphoma 
followingHelicobacter pylori eradication: a case report 
Acta Gastroenterol Belg., 79, 367-369, 2016.

6. Konishi, T., Funayama, N., Nishihara, H. Successful and safe retrieval of a 
thrombus from the lumen of a guiding catheter during percutaneous coronary 
intervention. 
J Clin Case Rep,6:719, 2016

Review, etc.
1. Yuzawa, S., Nishihara, H., Tanaka, S. Genetic landscape of meningioma. 
Brain Tumor Pathology, 33, 237-247, 2016

特許
1. 発明者:田中伸哉、津田真寿美、谷野美智枝
発明の名称:ホルマリン固定生体組織内での活性型低分子量GTP結合蛋白質検出方法 
PCT/ JP2016 /056890（2016年3月15日）
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1. 発明の名称:ホルマリン固定生体組織内での活性型低分子量GTP結合蛋白質検出方法
出願番号:特願2015-043171
出願日:平成27年3月5日
発明者:田中伸哉、津田真寿美、谷野美智枝

2. 発明の名称:グリオーマの診断マーカー、診断方法、糖鎖マーカーを検出する方法及び糖鎖
マーカー
出願番号:PCT/JP2015/072583
出願日:平成27年8月7日
発明者:篠原康郎、田中伸哉、古川潤一、津田真寿美

一般演題
1. 小西崇夫、舟山直宏、山口紅、大堀克彦、山本匡、桜井聖一郎、西原広史、柏木雄介、佐々保
基、福山周三郎、田中秀一、堀田大介、菊池健次郎:
Multimodality assessment of spontaneous haemostasis of left ventricular free 
wall rupture after myocardial infarction
第33回北海道心臓核医学研究会 2016.2.2 ニューオータニイン札幌（札幌市）

2. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Beni Yamaguchi, Katsuhiko Ohori, 
Tadashi Yamamoto, Seiichiro Sakurai, Hiroshi Nishihara, Yusuke Kashiwagi, 
Yasuki Sasa, Shuzaburo Fukuyama, Hideichi Tanaka, Daisuke Hotta, Kenjiro 
Kikuchi:
Multimodality assessment of spontaneous haemostasis of left ventricular free 
wall rupture after myocardial infarction.
第42回日本心血管インターベンション治療学会北海道地方会 2016.3.26 ロイトン札幌（札幌
市）

3. Takao Konishi, Tadashi Yamamoto, Naohiro Funayama, Hiroshi Nishihara, 
Daisuke Hotta, Kenjiro Kikuchi:
Relationship between bifurcation angle and coronary artery calcium score 

of left anterior descending artery in chronic kidney desease patients: 
3-dimensional coronary computed tomography analysis.
24th Annual Meeting of the Asian Society for Cardiovascular and Thoracic 
Surgery (ASCVTS 2016), 2016.4.4-6 Taipei international Convention Center

（Taipei, Taiwan）

4. 上遠野なほ、津田真寿美、木村太一、谷野美智枝、西原広史、田中伸哉:
大腸癌の異所性骨形成におけるBMP/Smadシグナルの作用とEMTとの関連性（Effect of 
BMP/Smad signaling on heterotopic ossification and association with EMT in 
colon carcinoma）
第105回日本病理学会総会 2016.5.12-14 仙台国際センター（仙台市）

5. 秋山采慧、大森優子、森谷純、畑中佳奈子、高阪真路、木村太一、津田真寿美、西原広史、谷
野美智枝、田中伸哉:
血管内大細胞型B細胞性リンパ腫の剖検症例5例の浸潤性に関する病理組織学的検討

（Pathohistological analysis of invasion of intravascular large B-cell lymphoma 
in five autopsy cases）
第105回日本病理学会総会 2016.5.12-14 仙台国際センター（仙台市）

6. 西原広史、木村太一、王磊、田中伸哉:
臨床研究およびクリニカルシークエンスの推進を目指したオンデマンド型バイオバンクの確
立（On Demand-type Biobank, a Novel System of Biospecimen Repository to 
Support Clinical Sequencing）
第105回日本病理学会総会 2016.5.12-14 仙台国際センター（仙台市）

7. 湯澤明夏、西原広史、山口秀、毛利普美、王磊、木村太一、津田真寿美、谷野美智枝、佐藤典
宏、田中伸哉:
髄膜腫および髄膜発生孤立性線維性腫瘍/血管周皮腫の遺伝子解析
第105回日本病理学会総会 2016.5.12-14 仙台国際センター（仙台市）

8. 石川麻倫、宮崎将也、小西崇夫、中川麗、谷野美智枝、西原広史、藤岡保範、長嶋和郎、田中
伸哉:
大動脈穿破により突然死をきたした3剖検例
第105回日本病理学会総会 2016.5.12-14 仙台国際センター（仙台市）

9. 木村太一、王磊、津田真寿美、西原広史、田中伸哉:
滑膜肉腫幹細胞の制御・維持機構の解明
第105回日本病理学会総会 2016.5.12-14 仙台国際センター（仙台市）

10. 湯澤明夏、西原広史、王磊、津田真寿美、木村太一、谷野美智枝、田中伸哉:
髄膜発生SFT/HPCのNAB2-STAT6融合遺伝子型に基づく臨床病理学的検討
第34回日本脳腫瘍病理学会 2016.5.27-28 東京コンファレンスセンター有明（東京都）

11. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Beni Yamaguchi, Katsuhiko Ohori, 
Tadashi Yamamoto, Seiichiro Sakurai, Hiroshi Nishihara, Yusuke Kashiwagi, 
Yasuki Sasa, Shuzaburo Fukuyama, Hideichi Tanaka, Daisuke Hotta, Kenjiro 
Kikuchi:
Multimodality assessment of spontaneous haemostasis of left ventricular free 
wall rupture after myocardial infarction
BIT’s 8th Annual International Congress of Cardiology 2016.5.28-30 Hesperia 
Tower Convention Center (Barcelona, Spain)

12. 原将希, 谷川聖, 加藤容崇, 黒田敏, 新保和賀 , 矢部一郎, 佐々木秀直, 長嶋和郎, 田中伸
哉:
非典型的症状を呈したアルツハイマー病の一剖検例
第57回日本神経病理学会2016.6.1-3 ホテルニューキャスル（弘前市）

13. 谷川聖、加藤容崇、谷野美智枝、黒河泰夫、寺坂俊介、木村太一、西原広史、新井 隆、長嶋
和郎、田中伸哉:
第57回日本神経病理学会2016.6.1-3 ホテルニューキャスル（弘前市）

14. Jun Suzuka, Masumi Tsuda, Lei Wang, Shingo Semba, Sachiyo Aburatani, 
Takayuki Kurokawa, Yoshihiro Ohmiya, Kazunori Yasuda, Jian Ping Gong, and 
Shinya Tanaka:
Development of novel induction method for tumor stem cells using polymer gel. 
The First International Symposium on Advanced Soft Matter: Celebrating the 
Kick-off of Global Station for Soft Matter, GI-CoRE 2016.6.13-15 北海道大学（札幌
市）

15. Satoshi Tanikawa, Shingo Semba, Masumi Tsuda, Lei Wang, Takayuki 
Kurokawa, Takayuki Nonoyama, Jian Ping Gong, and Shinya Tanaka:
Development of novel substrate gel for neural stem cell culture.
The First International Symposium on Advanced Soft Matter: Celebrating the 
Kick-off of Global Station for Soft Matter, GI-CoRE 2016.6.13-15 北海道大学（札幌
市）

16. 小西崇夫、舟山直宏、山口紅、大堀克彦、山本匡、桜井聖一郎、柏木雄介、佐々保基、福山周
三郎、村上弘則、堀田大介、西原広史、田中伸哉:
左総腸骨静脈圧迫症候群から下肢深部静脈血栓症を来し肺動脈血栓塞栓症と脳梗塞を合併し
た一例
第115回日本循環器学会北海道地方会 2016.6.25 北海道大学学術交流会館(札幌市)
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17. Hiroshi Nishihara, Sayaka Yuzawa, Shigeru Yamaguchi, Hiromi Mohri, 
Lei Wang, Taichi Kimura, Masumi Tsuda, Mishie Tanino, Hiroyuki Kobayashi, 
Shunsuke Terasaka, Kiyohiro Houkin, Shinya Tanaka:
Clinical impact of targeted amplicon sequence for meningioma as a practical 
clinical sequence system.
Society for Neuro-Oncology Conference on Menigioma 2016.6.17-18 the 
Yorkville InterContinental Hotel in Toronto（Ontario, Canada）

18. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Tadashi Yamamoto, Hiroshi Nishihara, 
Daisuke Hotta:
Recurrent acute stent thrombosis caused by metal allergy in a case of inferior 
acute myocardial infarction.
第25回日本心血管インターベンション治療学会 2016.7. 7-9 東京国際フォーラム（東京都）

19. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Tadashi Yamamoto, Hiroshi Nishihara, 
Daisuke Hotta:
Relationship between bifurcation angle and calcium score of left anterior 
descending artery in chronic kidney disease.
第25回日本心血管インターベンション治療学会 2016.7. 7-9 東京国際フォーラム（東京都）

20. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Tadashi Yamamoto, Hiroshi Nishihara, 
Daisuke Hotta:
Successful and safe retrieval of a thrombus from a guiding catheter during 
percutaneous coronary intervention.
第25回日本心血管インターベンション治療学会 2016.7.7-9 東京国際フォーラム（東京都）

21. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Tadashi Yamamoto, Hiroshi Nishihara, 
Daisuke Hotta:
Venous thromboembolism caused by popliteal vein entrapment syndrome in a 
young man. 
第25回日本心血管インターベンション治療学会 2016.7.7-9 東京国際フォーラム（東京都）

22. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Tadashi Yamamoto, Hiroshi Nishihara, 
Daisuke Hotta:
Relationship between LAD bifurcation angle and restenosis after stenting of 
proximal left anterior descending artery.
第25回日本心血管インターベンション治療学会 2016.7.7-9 東京国際フォーラム（東京都）

23. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Tadashi Yamamoto, Hiroshi Nishihara, 
Daisuke Hotta:
Stent thrombosis caused by metal allergy complicated by protein S deficiency 
and heparin-induced thrombocytopenia
第25回日本心血管インターベンション治療学会 2016.7.7-9 東京国際フォーラム（東京都）

24. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Tadashi Yamamoto, Hiroshi Nishihara, 
Daisuke Hotta:
Acute inferior myocardial infarction complicated with right ventricular infarction 
and ventricular septal perforation.
第25回日本心血管インターベンション治療学会 2016.7.7-9 東京国際フォーラム（東京都）

25. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Tadashi Yamamoto, Hiroshi Nishihara, 
Daisuke Hotta:
A case of right coronary artery fistula to left ventricle complicated with large 
coronary artery aneurysm.
第25回日本心血管インターベンション治療学会 2016.7.7-9 東京国際フォーラム（東京都）

26. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Tadashi Yamamoto, Hiroshi Nishihara, 
Daisuke Hotta:
Very late stent thrombosis caused by stent fracture after implantation of first-
generation drug eluting stent.
第25回日本心血管インターベンション治療学会 2016.7.7-9 東京国際フォーラム（東京都）

27. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Tadashi Yamamoto, Hiroshi Nishihara, 
Daisuke Hotta:
Thrombus protrusion to left main trunk by non-slip element balloon during PCI 
for left anterior descending artery.
第25回日本心血管インターベンション治療学会 2016.7.7-9 東京国際フォーラム（東京都）

28. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Tadashi Yamamoto, Hiroshi Nishihara, 
Daisuke Hotta:
Association of eosinophil ratio with creatinine kinase-MB elevation after 
percutaneous coronary intervention for ST-elevation myocardial infarction.
第25回日本心血管インターベンション治療学会 2016.7.7-9 東京国際フォーラム（東京都）

29. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Tadashi Yamamoto, Hiroshi Nishihara, 
Daisuke Hotta:
Pathologically confirmed spontaneous hemostasis of left ventricular free wall 
rupture after acute infero-posterior myocardial infarction complicated by 
protein C deficiency.
第25回日本心血管インターベンション治療学会 2016.7.7-9 東京国際フォーラム（東京都）

30. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Beni Yamaguchi, Katsuhiko Ohori, 
Tadashi Yamamoto, Seiichiro Sakurai, Yusuke Kashiwagi, Yasuki Sasa, 
Shuzaburou Fukuyama, Hironori Murakami, Daisuke Hotta, Hiroshi Nishihara, 
Shinya Tanaka:
The Prognostic value of eosinophil to leukocyte ratio in patients presenting with 
ST-elevation myocardial infarction undergoing primary percutaneous coronary 
intervention.
AHA BCVS (Basic Cardiovascular Sciences) 2016 Scientific Sessions 
2016.7.18-21 Hyatt Regency Phoenix, （Arizona, USA）

31. 湯澤明夏、西原広史、王磊、津田真寿美、木村太一、谷野美智枝、田中伸哉:
髄膜発生SFT/HPCのNAB2-STAT6融合遺伝子型に基づく臨床病理学的検討
第13回日本病理学会カンファランス 2016.7.29-30 六甲山ホテル（神戸市）

32. 谷川聖、仙葉愼吾、津田真寿美、王磊、黒川孝幸、野々山孝幸、※剣萍、田中伸哉:
高分子ゲルが神経幹細胞へ与える影響
第13回日本病理学会カンファランス 2016.7.29-30 六甲山ホテル（神戸市）

33. 智昭、谷野美智枝、田中伸哉:
喘息-COPDオーバーラップ症候群と考えられた51歳男性剖検症例
第49回呼吸器病理研究会 2016.8.20 関西医科大学附属病院（枚方市）

34. 吉田一彦、津田真寿美、松本隆児、木村太一、谷野美智枝、西原広史、近藤恒徳、田邉一成、
田中伸哉:
膀胱癌の浸潤・転移におけるシグナル伝達アダプター分子CRKを介した細胞外エクソソームの機
能解析
第96回北海道医学大会（腫瘍系）分科会・第114回北海道癌談話会 2016.9.3 札幌医大記念
ホール（札幌）

35. 遠藤大介、木村太一、渡利英道、櫻木範明、田中伸哉:
卵巣癌に対するEZH2阻害剤とPaclitaxelの併用効果に関する検討
第96回北海道医学大会（腫瘍系）分科会・第114回北海道癌談話会 2016.9.3 札幌医大記念
ホール（札幌市）

36. 小西崇夫、舟山直宏、山口紅、大堀克彦、山本匡、桜井聖一郎、柏木雄介、佐々保基、福山周
三郎、森田亨、村上弘則、堀田大介、西原広史、田中伸哉:
Relationship between left coronary artery bifurcation angle and restenosis after 
stenting of the proximal left anterior descending arteryー再狭窄の新たな危険因子ー
第2回心血管研究フォーラム 平成28年9月9日 （札幌市）

37. 小西崇夫、舟山直宏、山口紅、大堀克彦、山本匡、桜井聖一郎、柏木雄介、佐々保基、福山周
三郎、森田亨、村上弘則、堀田大介、西原広史、田中伸哉:
孤発性の粘液腫様変性が原因と考えられた後尖僧帽弁瘤による僧帽弁逸脱症候群の一例
第64回日本心臓病学会学術集会 平成28年9月23-25日 東京国際フォーラム（東京）

38. Hiroshi Nishihara:
Clinical Biobank, a Novel System to Support Cancer Clinical Sequencing in 
Japan. 
Europe Biobank Week 2016.9.13-16 MESSE WIEN（Vienna, Austria）

39. 鈴鹿 淳、津田 真寿美、王 磊、谷野 美智枝、木村 太一、西原 広史、田中 伸哉:
チロシンキナーゼ阻害剤耐性膠芽腫細胞における腫瘍幹細胞性獲得とSFRP1の関連性
第75回日本癌学会学術総会 2016.10.6-8 パシフィコ横浜（横浜市）

40. Masumi Tsuda, Ryuji Matsumoto, Kazuhiko Yoshida, Mishie Tanino, 
Taichi Kimura, Hiroshi Nishihara, Takashige Abe, Nobuo Shinohara, Katsuya 
Nonomura, Shinya Tanaka:
AKR1C1 mediates bladder cancer metastasis and drug resistance.
第75回日本癌学会学術総会 2016.10.6-8 パシフィコ横浜（横浜市）

41. Mishie A. Tanino, Aiman Z. Elmansuri, Roshan Mahabir, Lei Wang, Taichi 
Kimura, Hiroshi Nishihara, Ichiro Kinoshita, Hirotoshi Dosaka-Akita, Masumi 
Tsuda, and Shinya Tanaka:
Novel signaling collaboration between TGF-b and adaptor protein Crk facilitates 
EMT in human lung cancer
第75回日本癌学会学術総会 2016.10.6-8 パシフィコ横浜（横浜市）

42. 上遠野なほ、津田真寿美、木村太一、谷野美智枝、大畑多嘉宣、長渕英介、西原広史、田中
伸哉:
大腸癌の異所性骨形成におけるBMP/Smad、EMTおよびWnt/beta-cateninシグナルの作用
と浸潤能との関連性
第49回北海道病理談話会 2016.10.15 北大医学部学友会館フラテ（札幌市）

43. 秋山采慧、津田真寿美、森谷純、大森優子、畑中佳奈子、高阪真路、木村太一、西原広史、谷
野美智枝、田中伸哉:
血管内大細胞型B細胞性リンパ腫の剖検症例3例の血管外浸潤性とRac活性に関する病理組織
学的検討
第49回北海道病理談話会 2016.10.15 北大医学部学友会館フラテ（札幌市）

44. 森谷　純、谷野美智枝、竹浪智子、漆戸万紗那、鈴鹿　淳、石田雄介、王磊、木村太一、津田



��

真寿美、西原広史、田中伸哉:
脳腫瘍術中迅速病理診断における迅速免疫染色装置（ラピート）の有用性の検討
第8回迅速免疫染色研究会 2016.10.15 仙台厚生病院（仙台市）

45. 村杉梨乃、高橋学、小舘英明、西信也、岡元一平、谷野美智枝:
子宮体部細胞診で推定しえた小細胞癌の1例
第55回全国自治体病院学会　2016.10.20-21　富山県民会館・富山第一ホテル（富山市）

46. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Beni Yamaguchi, Katsuhiko Ohori, 
Tadashi Yamamoto, Seiichiro Sakurai, Yusuke Kashiwagi, Yasuki Sasa, 
Shuzaburo Fukuyama, Tohru Morita, Hironori Murakami, Daisuke Hotta, Hiroshi 
Nishihara, Shinya Tanaka:
Acute inferior myocardial infarction complicated with right ventricular infarction 
and ventricular septal perforation
CCT (Complex Cardiovascular Therapeutics) 2016, October 20-22, Kobe 
International Exhibition Hall (Kobe)

47. 佐藤憲市、渕崎智紀、石田裕樹、伊藤民雄、尾崎義丸、中村博彦、谷野美智枝、田中伸哉:
発脳病変を呈した80歳男性
第49回日本神経病理学会北海道地方会 2016.10.29北海道大学医学部（札幌市）

48. 谷川聖、佐藤憲市、西村洋昭、佐々木秀直、長嶋 和郎、田中伸哉:
Tumefactive multiple sclerosisと診断した老年男性の脳手術検体
第49回日本神経病理学会北海道地方会 2016.10.29北海道大学医学部（札幌市）

49. 森谷純、谷野美智枝:
腫瘍迅速病理診断における迅速免疫染色装置（ラピート）の有用性の検討 
第62回　日本病理学会秋季特別総会 2016.11.10-11 金沢市文化ホール（金沢市）

50. 谷野美智枝、津田真寿美、石田雄介、木村太一、西原広史、田中伸哉:
多形黄色星細胞腫におけるBRAF遺伝子変異（BRAFV600E）とリン酸化ERK及びp16の発現
の検討
第62回　日本病理学会秋季特別総会 2016.11.10-11 金沢市文化ホール（金沢市）

51. 小西崇夫、舟山直宏、山口紅、大堀克彦、山本匡、桜井聖一郎、柏木雄介、佐々保基、福山周
三郎、森田亨、村上弘則、堀田大介、西原広史、田中伸哉:
急性ステント血栓症を繰り返した金属アレルギーの一例
第116 回日本循環器学会北海道地方会 平成28年11月26日 北海道大学（札幌市）

52. 鍋島龍一、津田真寿美、鈴鹿淳、王磊、木村太一、谷野美智枝、田中伸哉:
チロシンキナーゼ阻害剤耐性ヒト膠芽腫細胞におけるABC transporterの同定
第39回日本分子生物学会年会2016.11.30-12.2 パシフィコ横浜（横浜市）

53. 鈴鹿淳、津田真寿美、王磊、谷野美智枝、木村太一、西原広史、田中伸哉:
チロシンキナーゼ阻害剤耐性膠芽腫細胞における幹細胞性獲得とSFRP1の機能解析
第39回日本分子生物学会年会 2016.11.30-12.2 パシフィコ横浜（横浜市）

54. 岡森優唯、谷野美智枝、津田真寿美、鈴鹿淳、王磊、森谷純、木村太一、石田雄介、西原広
史、田中伸哉:
子宮頸癌細胞への放射線照射後の悪性転化におけるYAP1の役割の解析
第39回日本分子生物学会年会 2016.11.30-12.2 パシフィコ横浜（横浜市）

55. Takao Konishi, Naohiro Funayama, Beni Yamaguchi, Katsuhiko Ohori, 
Tadashi Yamamoto, Seiichiro Sakurai, Yusuke Kashiwagi, Yasuki Sasa, 
Shuzaburo Fukuyama, Tohru Morita, Hironori Murakami, Daisuke Hotta, Hiroshi 
Nishihara, Shinya Tanaka:
Stent thrombosis caused by metal allergy complicated by protein S deficiency 
and heparin-induced thrombocytopenia
BIT’s8th Annual International Congress of Cardiology China-2016, December 
2-4, 2016 (Xi’an, China)

シンポジウム、講演など
1. 西原広史:
神戸大学医学部附属病院臨床研究推進セミナー「オンデマンド型バイオバンクの高品質生体試
料を用いた臨床研究支援の取り組み 」
2016.1.6 神戸大学医学部附属病院（神戸市）

2. 田中伸哉:
第18回中央メディカルフォーラム講演会「癌と肉腫の臨床病理学:先端研究から医療へ」
2016.3.11函館中央病院（函館市）

3. 田中伸哉:
札幌北ロータリークラブ卓話「病理医フラジャイル:先制医療でがんを撃つ」
2016.5.16札幌センチュリーホテル（札幌市）

4. 田中伸哉:
日本脳腫瘍病理学会「グリオーマの発生および悪性転化・再発に伴う遺伝子変異の変遷―NGS-
based MSK-IMPACT解析より」
2016.5.27東京コンファレンスセンター・有明（東京都）

5. 田中伸哉:

第34回日本脳腫瘍病理学会ランチョンセミナー「脳腫瘍の術中迅速免疫染色（R-IHC）」
2016.5.27-28 東京コンファレンスセンター有明（東京都）

6. 西原広史:
第34回日本脳腫瘍病理学会シンポジウム「脳腫瘍クリニカルシーケンスの臨床実装にむけて」 
2016.5.27-28 東京コンファレンスセンター有明（東京都）

7. 田中伸哉:
京都府立大学医学部病理学講義「がんゲノム病理学の展開:基礎研究から診断・治療へ」
2016.6.9京都府立大学医学部（京都市）

8. Shinya Tanaka :
The First International Symposium on Advanced Soft Matter: Celebrating the 
Kick-off of Global Station for Soft Matter, GI-CoRE, Application of soft matter to 
cancer research: Identification of cancer stem cells by DN gel 
2016.6.13北海道大学（札幌市）

9. 西原広史:
塩野義製薬 医薬研究本部セミナー「クリニカルバイオバンクを利用した臨床研究支援の取り組
み」
2016.8.5 塩野義製薬株式会社 医薬研究センター（豊中市）

10. 田中伸哉:
北海道医師会講演会「病理と医療について」
2016.8.30札幌日航ホテル（札幌市）

11. 西原広史:
フコク生命「がんの遺伝子診断と個別化治療」
2016.8.31 北海道自治労会館（札幌市）

12. 田中伸哉:
第65回病理診断学講座 Seminar in Diagnostic Pathology「ゲノム病理学の展開:研究から
診断・治療へ」
2016.9.23 岩手医科大学（盛岡市）

13. 西原広史:
北大・旭川医大:がんゲノム医療コラボレーションセミナー「北海道大学病院　がん遺伝子検査シ
ステムのご紹介」
2016.9.26旭川医科大学病院（旭川市）

14. 西原広史、木下一郎、畑中豊、田中伸哉、秋田弘俊:
第75回日本癌学会学術総会シンポジウム「クリニカルシーケンスの臨床実装による肺癌に対す
る治療標的分子・個別化医療の探索」
2016.10.6-8 パシフィコ横浜（横浜市）

15. 西原広史:
第75回日本癌学会学術総会ランチョンセミナー「クリニカルバイオバンクを基盤とする網羅的が
ん遺伝子検査の優位性」
2016.10.6-8 パシフィコ横浜（横浜市）

16. 田中伸哉、津田真寿美、高阪真路、金子貞夫、マーク　ラダーニ:
第75回日本癌学会学術総会シンポジウム「MSK-IMPACT を用いた再発グリオブラストーマの
体細胞変異解析」
2016.10.6-8 パシフィコ横浜（横浜市）

17. 西原広史:
アストラゼネカ株式会社Scientific Exchange Meeting「北海道大学病院における網羅的が
ん遺伝子への取り組み」
2016.10.14ロイトン札幌（札幌市）

18. 西原広史:
第2回静和会医療セミナー「網羅的がん遺伝子治療に基づくがんの個別化治療」
2016.11.1 ホテルヤマチ（札幌市）

19. 田中伸哉:
第12回道南レジデントセミナー「癌の臨床病理学最前線:研究から医療へ」
2016.11.5 函館中央病院（函館市）

20. 田中伸哉:
第1回ライブパソロジー研究会「がん化のシグナル研究Cancer signal transduction」
2016.11.12京都大学医学部（京都市）
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日時 提示者 標本番号 施設名 年齢 性別 病理診断名

1月 4日 田中 15-2019 ๺ᒁ 51 . Non-invasive papillary urothelial carcinoNa

1月18日 ୩野 P15-01289 立ࢢ別ߐ 65 ' *nvasive ductal carcinoNa

田中 15-41816 ৽さっΆろ脳外 47 . Olfactory neuroblastoNa s�o

໦ଜ 16-0006 Ѫ育 88 . Adult T-cell leukeNia�lyNphoNa 	ALCL-like


ੴ田 P15-3935 ۴࿏࿑ࡂ 63 . SNall B-cell lyNphoNa, follicular lyNphoNa, Nost likely

1月25日 ୩઒ 16-0030 ๺ᒁ 65 . Retroperitoneal pbrosis

୩઒ P16-0012 立ࢢ別ߐ 81 ' Low grade lyNphoNa s�o

౬ᖒ 16-01286 Ѫ育 74 ' Appendicitis with foreign body

౬ᖒ 16-02336 ಩খ຀日ᠳ	ࡳ臨
 73 . AdenocarcinoNa arising froN hyperplastic polyp

2月 1日 ୩野 P15-01289 立ࢢ別ߐ 65 ' Neuroendocrine carcinoNa

田中 15-41816 ৽さっΆろ脳外 47 . Olfactory neuroblastoNa

2月 8日 ౬ᖒ P16-00057 立ࢢ別ߐ 56 . Adenoid cystic carcinoNa

୩઒ 16-0125 別ߐ࿨会ܢ 58 . .etastatic carcinoNa

2月15日 ୩野 P15-0061 立ࢢ別ߐ 46 ' &ctopic pancreas

2月22日 ౬ᖒ 16-01906 Ѫ育 75 . Cellular angiopbroNa

3月 7日 ୩઒ 16-07015 センチュリー 61 ' AdenocarcinoNa in adenoNa s�o

খ੢ P-15029691
P-15029692 - 65 . Allergic throNbus

3月14日 田中 P12-2041 ేೆ 58 . AdenocarcinoNa, intestinal type

3月28日 ୩઒ N16-058 中ଜه೦ 66 . *nfarction, LyNphoNatoid granuloNatosis s�o

୩野 16-0366 Ѫ育 73 . .T9-associated lyNphoproliferative disorders, )odgkin 
type s�o

୩野 P16-00311 ஓ内ࢢ立 85 . Atypical glands, (roup 2�

田中 P16-555 ಙऱ会 65 ' .icroNetastasis of ductal carcinoNa

4月 4日 ౬ᖒ 16-09908 ਂ઒ࢢ立 85 . Clear cell renal cell carcinoNa with syncitial type 
Nultinucleated giant tuNor cell coNponent

୩野 P16-00318 立ࢢ別ߐ 42 ' *ntraductal papilloNa

୩野 P16-00321 立ࢢ別ߐ 83 ' *nvasive ductal carcinoNa

4月11日 ୩野 P16-00318	࠶掲
 立ࢢ別ߐ 42 ' PapilloNatous lesion

4月17日 ౬ᖒ P16-0550 ಙऱ会 80 ' Ductal carcinoNa in situ with intraductal papilloNa

田中 16-0547 中標௡ 68 ' Tenosynovial giant cell tuNor with chondroid Netaplasia

୩野 16-0567 中標௡ 71 ' Poorly di⒎erentiated carcinoNa or lyNphoNa

୩野 P16-00378 ஓ内ࢢ立 85 . .ultiple NyeloNa with aberrant CD3 eYpression

4月25日 ୩野 
掲࠶	16-0567 中標௡ 71 ' Poorly di⒎erentiated carcinoNa or lyNphoNa

5月 2日 ୩野 16-00870 ๺ᒁ 56 . (lycogenic hepatopathy

5月16日 ੴ田 12-0208 ୌ઒ࢢ立 46 ' LiposarcoNa

୩野 16-0690 Ѫ育 74 ' Adult T-cell leukeNia�lyNphoNa

୩野 16-37375 വؗ脳外	ࡳ臨
 27 ' Pilocytic astrocytoNa s�o 	von Recklinghausen disease


5月23日 ౬ᖒ N16-091 中ଜه೦ 44 ' .etastatic adenocarcinoNa

5月20日 田中 14-0380 ദ༿脳外 76 ' Di⒎use large B-cell lyNphoNa

୩野 N16-083 中ଜه೦ 73 ' .etastatic carcinoNa

ੴ田 P16-00609 別ߐ 51 ' Atypical glands

6月 6日 ໦ଜ P1600604 別ߐ 40 ' SRuaNous cell carcinoNa s�o

ੴ田 16-0776 ദ༿脳外 31 ' (lioblastoNa

田中 16-21876 ๺ւಓ੔ܗ外科 44 ' &nchondroNa

౬ᖒ 16-00941 日߯ه೦ 60 . Signet-cell carcinoNa

6月13日 ໦ଜ P16-00484 ஓ内ࢢ立 62 . .alignant tuNor 	rhabdoid forN: lung cancer or SarcoNa


6月20日 ୩઒ 16-19901 Ѫ育 69 . Recurrent liposarcoNa

田中 16-0824 ಙऱ会 42 ' (loNus tuNor

田中 16-0834 ಙऱ会 49 . (loNus tuNor

6月27日 ੴ田 16-0858 ๺ւಓ脳外 67 . Nasal endcrine carcinoNa

田中 P20160881 ಙऱ会 93 ' Seborrhaic keratosis s�o

　週一回、おனٳΈをར用して、教室員が前の週に診断した症例から、教育的な症例、貴重症例、問題症例、診断のクラ
イテリアに関わるものなど༷々な症例を提示して、病理診断にܞわる教室員全員で検討する場です。医学部学生さんもଟ
く参加して勉強しています。Lunch on。

2016年
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日時 提示者 標本番号 施設名 年齢 性別 病理診断名

7月 4日 ੴ田 16-0879 せきଛセンター 53 . .iYed adenocarcinoNa-carcinoid

8月 1日 ୩઒ 16-25365 ೆ੔ܗ外科 87 . Spindle cell tuNor

ੴ田 16-1066 中標௡ 85 ' .alignant NesenchyNal tuNor

ੴ田 16-28648 വؗ脳外 78 ' Anaplastic NeningioNa, 8)O grade ᶙ

田中 16-1162 せきଛセンター 37 . Psoriasis

田中 16-00865 立ࢢ別ߐ 68 . Leukocytoclastic vasculitis

9月 5日 ໦ଜ 16-1231 ఱ使 3 ' 8ilNs tuNor

9月12日 ੴ田 16-34520 ๺ԝ 93 ' .DS s�o

田中 16-000779 ஓ内ࢢ立 17 . &ncondroNa protubrans

9月26日 田中 )16-06127 手Ҵܢਔ会 69 . *g(4-dacryoadenitis

10月 3日 ੴ田 16-02099 日߯ه೦ 74 ' (loNangioNyoNa

୩野 N16-197 中ଜه೦ 80 . PriNary CNS Tcell lyNphoNa

田中 16-06448 手Ҵܢਔ会 35 ' )ydatidiforN Nole

10月17日 田中 16-40140 ͝うだ੔ܗ外科 6 . Subungual eYostosis

໦ଜ 16-1859 日߯ه೦ 67 ' Basal cell carcinoNa s�o

໦ଜ 16-1860 日߯ه೦ 75 . Apocrine adenocarcinoNa with eYtraNaNNary Paget�s 
disease

10月31日 田中 16-01059 ஓ内ࢢ立 36 . &Yuberant 	hyperplastic
 fracture callus

୩野 16-1830 ๺ւಓ脳外 86 . Synovial cyst

11月 7日 ໦ଜ 16-1989 日߯ه೦ 1 ' Central giant cell legion

໦ଜ 16-1321 立ࢢ別ߐ 87 ' B-cell lyNphoNa

11月14日 ໦ଜ 16-1393 立ࢢ別ߐ 47 ' Atypical endoNetrial hyperplasia

໦ଜ 16-1389 立ࢢ別ߐ 64 ' Basal cell carcinoNa s�o

田中 16-45174 Ѫ育 79 ' SarcoNa

11月21日 ੴ田 16-6599 手Ҵܢਔ会 34 ' Clear cell borderline adenopbroNa

୩野 16-7610 手Ҵܢਔ会 57 . PneuNocystis pneuNonia

田中 16-2042 ദ༿脳外 23 . Choroid pleYus papilloNa

11月28日 ໦ଜ 16-1381 立ࢢ別ߐ ' &ndoNetriosis

12月 5日 ୩野 16-8054 手Ҵܢਔ会 50 ' .etaplastic change

12月12日 ੴ田 16-1861 日߯ه೦ 37 ' Products of conceptions with fetal coNponents

୩野 N16-241 中ଜه೦ 51 ' Anaplastic NeningioNa, 8)O grade ᶙ s�o

12月19日 ੴ田 16-2235 中標௡ 17 . Adrenal tuNor

12月26日 ୩野 N16-254 中ଜه೦ 60 ' SchwannoNa

୩野 16-2147 ๺ւಓ脳外 73 . Skin tuNor

୩野 16-1243 ஓ内ࢢ立 41 ' SRuaNous cell carcinoNa

医学部のٛߨ・実शには毎年ଟくの͝専門のઌ生ํに͝協力いただいています。

【同門の先生方】
野ౡ　޹೭ 金୔医科大学教授 ֤論：ࠎೈ部の病理

進藤　ਖ਼৴ ๺大ࣃ学部教授 ֤論：ߢޱの病理

山城　উ重 ๺ւಓがんセンター病理部長 � ๺大医学部٬員教授 ֤論：乳થの病理

ਗ਼ਫ　ಓ生 ത࣊会ه೦૯合病院 センター長 � ๺大医学部٬員教授 ֤論：皮ෘの病理

後藤田　༟子 ຈް生病院病理部ࡳ ֤論：ফ化器ᶗ - ңの病理

ᖒ　༸文 ๺大人्リサーチセンター教授 ૯論：感染症

හ໵　ݪࣰ 手Ҵܢਔ会病理部長 � ๺大医学部٬員।教授 ֤論：ফ化器ᶙ - 食ಓの病理

෢Ҫ　ӳത Ѵ઒医大ෟଐ病院　病理部教授 ૯論：臨床細胞診断学

ҏ藤　ஐ༤ ਆށ大医学部教授 ֤論：؊Ҡ২の病理

長୩઒　लथ 立感染症研究所感染病理部部長ࠃ ಛ別ٛߨ：インフルΤンβ感染症

ਅ　ݪࢢ ຈް生病院病理部ࡳ ֤論：ଣӷથの病理

【専門家の先生方】
前஥　উ実 ๺大ༀ学部教授 ૯論：ߏ଄生෺学と医学

ੴ઒　ढ़ฏ ౦ژ医科ࣃ科大学教授 ಛ別ٛߨ：ゲϊϜ病理学

ֶ生ٛߨ
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2016年

　教室では学内外において臨床病理検討会を開催しており、剖検症例においてはएい研修医教育にݙߩしています。また、
外科病理検体の検討会においては、医ྍの࠷前ઢの開業医のઌ生ํも数ଟく参加し病診連ܞの一ཌྷを担っています。

೔ɹ෇ 病ɹӃ 病ɹ໊

1 1月13日（ਫ） ๺大॥؀器外科 ഊ݂症、؊不全

2 1月21日（໦） ຈಙऱ会病院ࡳ ਛᚨਛԌ、ഊ݂症 

ຈ౦ಙऱ会病院ࡳ ഏ癌

3 2月 2日（Ր） ઍࢢࡀຽ病院 ݂؅内大細胞̗ܕ細胞ੑリンパ腫

気ڳ合ซഏઢҡ症

4 2月17日（ਫ） ౦ಙऱ会病院 感染ੑ心内ບԌ

5 2月 9日（Ր） ๺大݂ӷ内科 ̝̞̫感染症、݂ ༑病

6 2月16日（Ր） 立病院ࢢ見୔ؠ ഏ݂ખ࠹ખ症

7 2月22日（月） ๺ւಓ医ྍセンター ਆ経変ੑ࣬ױ

8 2月24日（ਫ） 立病院ࢢ別ߐ յےੑࢮບԌ

ഏ癌

ϗジΩンリンパ腫、ಛ発ੑഏઢҡ症

9 2月25日（໦） 製మه೦室འ病院 յےੑࢮບԌ

10 3月 2日（ਫ） ๺大ୈೋ内科 ̨̡ ഏ̚胞出݂

11 3月 3日（໦） ຈ౦ಙऱ会病院ࡳ 化ߗࡥڱ変ٙい、大動຺ߗ؊

ഏアスϖルΪルス症、୾ोうっ଺ੑ؊ߗ変

12 3月 9日（ਫ） 山の上病院 ଟܥ౷Ҥॖ症

13 3月22日（Ր） ๺大݂ӷ内科 .DS、ഏ胞୿ന症

14 5月31日（Ր） ๺大腫瘍内科 ഏ癌術後

15 6月15日（ਫ） ๺大ୈೋ内科  皮ෘےԌ、間࣭ੑഏԌ

16 6月23日（໦） ຈ౦ಙऱ会病院ࡳ ᅞੑഏԌޡ

ফ化؅ු腫大ྔෲਫ

ຈಙऱ会病院ࡳ ഏԌ

17 7月28日（໦） ๺大ୈೋ外科 ܶ症؊不全、؊ੑ脳症

18 8月30日（Ր） ๺ւಓ医ྍセンター アルπϋイマー病、進行ੑ֩上ੑຑᙺ

19 9月 6日（Ր） ๺大݂ӷ内科 .DS�A.LҠ২後脳クリプτίッカス症ٙい

20 9月29日（໦） ຈಙऱ会病院ࡳ খ௎腫瘍

持ଓ的݂ە症

21 10月20日（໦） ຈಙऱ会病院ࡳ ഏԌ

ຈ౦ಙऱ会病院ࡳ ฏ滑ے೑腫

22 10月25日（Ր） ๺大݂ӷ内科※  .DS、心࠹ߎے

23 11月16日（ਫ） ຈ๺ᒁ病院ࡳ &B΢イルス関連݂ᩦٿ食症ީ܈

24 12月 1日（໦） ຈ౦ಙऱ会病院ࡳ ഏ動຺݂ખ࠹ખ症

ຈಙऱ会病院ࡳ 的ଟ発݂؅Ԍڸඍݦ

25 12月13日（Ր） ๺大腫瘍内科※ ഏ癌

※は教育型ＣＰＣ
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֎Պ病理診断�ɾ�๤ݕ

07 08 09 10 11 12 13 14 15 16
外科病理件数 1,840 1,661 1,757 1,205 1,211 1,299 1,908 2,529 2,089 2,318

剖検数 大学ୈೋ病理分 24 25 24 25 20 29 24 15 16 16

学外（&9） 65 69 63 51 61 57 59 57 59 46

　大学剖検はୈ一病理とୈೋ病理が月交ସで行い、そこに病理部のઌ生が加わるܗをとっています。CPC（臨床病理検
討会）は主にڞ௨ CPC 室で行われ、医学生なども幅広く参加し勉強しています。また、ୈೋ病理では学外の関連病院か
らも CPC の依頼を受け、関連病院の研修医の教育にݙߩしています。

ຈ౦ಙऱ会病院（ଠ田 ஐ೭ 院長）ࡳ

（ॱ一 院長 ࠇ目）ຈ๺ᒁ病院ࡳ

ຽ病院（ҏ藤 তӳ 院長）ࢢࡀ立ઍࢢ

手Ҵܢਔ会病院（成田 ٢໌ 院長）

立૯合病院（খ૔ ࣎໌ 院長）ࢢ見୔ؠ

製మه೦室འ病院（দ໦ ߴઇ 院長）

๺ւಓせきଛセンター（ࡾ࿘ ໌உ 院長）

ദ༿脳ਆ経外科病院（金子 ఃஉ 理事長・院長）

๺ւಓ脳ਆ経外科ه೦病院（খ༄ ઘ 院長）

ຈຑ生脳ਆ経外科病院（ඈଭ 一ར 院長）ࡳ

（Ԧ 院長܅ ઒࡚）૯合病院ּࡾ立ࢢ

中ଜه೦病院（中ଜ ത඙ 理事長・院長）

（院長 ޾อ ࢬᅳ）立ஓ内病院ࢢ

ொ立中標௡病院（ஸ子 ਗ਼ 院長）

ຈ山の上病院（上ਿ य़༤ 院長）ࡳ

ຈಙऱ会病院（Ԟ山 ३ 院長）ࡳ

立病院（ֿҪ 直文 院長）ࢢ別ߐ

手Ҵܢਔ会病院

立ஓ内病院ࢢ

۴࿏࿑ࡂ病院

立૯合病院ࢢ見୔ؠ

ຈಙऱ会病院ࡳ

立病院ࢢ別ߐ

੩࿨ه೦病院

ຈ౦ಙऱ会病院ࡳ

ຈ๺ᒁ病院ࡳ

立૯合病院ࢢ見୔ؠ

ຈ山の上病院ࡳ

ຈಙऱ会病院ࡳ

ઍࢢࡀຽ病院

立ஓ内病院ࢢ

立病院ࢢ別ߐ

Ѫ育病院

第二病理の外科病理診断件数・学内外の剖検件数（2007 年から 2016 年）

病理診断の応援を行っている病院 臨床病理検討会を開催している病院

剖検の依頼を受けている病院

病理ֶ研究ͷൃలΛ໨͠ࢦ、एख医ࢣΛҭ੒͢ΔͨΊ、
ಛʹԼهͷ病Ӄͱ࿈ܞΛਂΊ、ڞ同研究Λਪਐ͍ͯ͠·͢ɻ

˔खҴܢਔձ病Ӄ

˔市ཱஓ಺病Ӄ

˔۴࿏࿑ࡂ病Ӄ

市ཱஓ಺病Ӄ

ொཱ中ඪ௡病Ӄ

๺大जᙾ病理

੡మه೦室འ病Ӄ

खҴܢਔձ病Ӄ ผ市ཱ病Ӄߐ

۴࿏࿑ࡂ病Ӄ

ಈ಺༰ ɿ ᶃ新͍͠ਝ଎໔Ӹછ৭૷ஔの։ൃ׆
ᶄԕִ਍அɾςϨύιϩδーωοτϫーΫのߏங
ᶅएखɾ人ྲྀަࡐ　ᶆࣾ会ݙߩ（݈߁ҩྍܒ໤׆ಈ）

IT 医療システム推進プロジェクト

Λ͍͍ͨͩて͍Δ病Ӄྗڠに͝ڀݚಉڞ

˔ொཱ中ඪ௡病Ӄ

˔੡మه೦室འ病Ӄ
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ใ�道

2016.1.9　朝日新聞（滑膜肉腫に幹細胞） 2016.2.28
北海道新聞（北大病院がん遺伝子診断科）

2016.3.25　北海道新聞（ゲノム病理シンポジウム）

2016.3.3　北海道新聞（北大病院遺伝子検査）

2016.3.25　北海道医療新聞（ゲノム病理シンポジウム）



3�

2016.10.8
読売新聞（膀胱がん酵素が転移促進）

2016.10.13
日経産業新聞
（ぼうこうがんの転移抑制）

2016.10.13
北海道新聞（膀胱がん悪性化の酵素特定）

2016.10.22　毎日新聞（ぼうこうがん転移抑制） 2016.10.28　北海道医療新聞（膀胱がん転移をかぜ薬で止める）
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ֶ生のֶձൃද
　教室では、病理学に興味のある医学部学生がৗ時出入りして医学研究・病理学研究をָしんでいます。その成Ռは、日
本病理学会૯会のセッγϣンʮ学生ϙスター発දʯで発දしています。剖検（病理解剖）の目的の 1 つはʮ医学の教育・
研究のためʯとୈ 1 ৚にうたわれていますが、๺大病院・関連֤病院の症例が医学研究・教育に生きています。また、
です。学生ϙスター発දとして、1޲は実験でのϙスター発දも行われ、これらの成Ռを論文にまとめていくํۙ࠷ つの
教室から複数ԋ題を出しているのは全ࠃの病理学教室の中でも有数です。

2016（平成28）年度
1� 上ԕ野な΄	94期
、௡田ਅणඒ、໦ଜଠ一、୩野ඒஐࢬ、੢ݪ広史、

田中৳࠸：大௎癌のҟ所ੑܗࠎ成におけるB.P�SNadγグφル
の作用と&.Tとの関連 （ੑ&ffect of B.P�SNad signaling 
on heterotopic ossipcation and association with &.T in 
colon carcinoNa）
ୈ105回日本病理学会૯会 2016�5�12-14 ઋ୆ࡍࠃセンター

（ઋ୆ࢢ）
2� ळ山ܛࡃ	94期
、大৿༏子、৿୩७、ാ中Ղಸ子ߴ、 ਅ࿏、໦ଜଠࡕ

一、௡田ਅणඒ、੢ݪ広史、୩野ඒஐࢬ、田中৳࠸：݂ ؅内大細胞ܕB
細胞ੑリンパ腫の剖検症例5例のਁ५ੑに関する病理組織学的検討

（Pathohistological analysis of invasion of intravascular 
large B-cell lyNphoNa in pve autopsy cases） 
ୈ105回日本病理学会૯会 2016�5�12-14 ઋ୆ࡍࠃセンター

（ઋ୆ࢢ）

94期	رকݪ �3, ୩઒੟, 加藤容ਸ, ࠇ田හ, ৽อ࿨լ , ໼部一࿠, 

的症状をఄしたアルπϋイܕඇయ：࠸৳々໦ल直, 長嶋࿨࿠, 田中ࠤ
マー病の一剖検例 
ୈ57回日本ਆ経病理学会2016�6�1-3 ϗテルχューΩϟスル（߂
前ࢢ）

4� 上ԕ野な΄	94期
、௡田ਅणඒ、໦ଜଠ一、୩野ඒஐࢬ、大ാଟՅ
એ、長ᔹӳ介、੢ݪ広史、田中৳࠸：大௎癌のҟ所ੑܗࠎ成における
B.P�SNad、&.Tおよび8nt�beta-cateninγグφルの作用と
ਁ५ೳとの関連ੑ 
ୈ49回๺ւಓ病理ஊ話会 2016�10�15 ๺大医学部学༑会ؗフ
ラテ（ࡳຈࢢ）

5� ळ山ܛࡃ	94期
、௡田ਅणඒ、৿୩७、大৿༏子、ാ中Ղಸ子ߴ、 ࡕ
ਅ࿏、໦ଜଠ一、੢ݪ広史、୩野ඒஐࢬ、田中৳࠸：݂ ؅内大細胞ܕB
細胞ੑリンパ腫の剖検症例3例の݂؅外ਁ५ੑとRac活ੑに関する
病理組織学的検討 
ୈ49回๺ւಓ病理ஊ話会 2016�10�15 ๺大医学部学༑会ؗフ
ラテ（ࡳຈࢢ）

6� ುౡཾ一	94期
、௡田ਅणඒ、ླ ࣛ३、Ԧᛲ、໦ଜଠ一、୩野ඒஐ
଱ੑώτ᡼ժ腫細胞におけるࡎ֐チロγンΩφーθ્：࠸৳田中、ࢬ
ABC transporterの同定 
ୈ39回日本分子生෺学会年会2016�11�30-12�2 パγフィίԣ඿

（ԣ඿ࢢ）

2015（平成27）年度
1� ໩ཬ （߳93期）、ࢤ藤ѯ（93期）、౬ᖒ໌夏、ੴ઒ຑྙ、ੴ田༤介、

加藤容ਸ、໦ଜଠ一、୩野ඒஐࢬ、੢ݪ広史、田中৳࠸：(astritis 
cystica profundaをഎܠにした重複ң癌の໔Ӹ組織学的検討
	*NNunohistohcNical analysis of double gastic cancers 
acconpanied with gastritis cystica profunda
　 
ୈ104回日本病理学会૯会　2015�4�30-5�2　名ݹ԰ࡍࠃ会議
場（名ݹ԰ࢢ）

2� 中ౡ য়ଠ࿠（93期）、宮࡚ ক໵、加藤 容ਸ、Ԧ ᛲ、໦ଜ ଠ一、
௡田 ਅणඒ、୩野 ඒஐࢬ、੢ݪ 広史、田中 ৳࠸： ඇখ細胞ഏ癌
	NSCLC
における)&R2遺伝子変ҟのػೳ解ੳ 　
ୈ104回日本病理学会૯会　2015�4�30-5�2　名ݹ԰ࡍࠃ会議
場（名ݹ԰ࢢ）

2014（平成26）年度
1� 大௩୓໵（92期）、୩野ඒஐࢬ、Ԧᛲ、進藤ਖ਼৴、੢ݪ広史、田中৳࠸：

ಛ発ੑ門຺ѹဏ進症に門຺ഏ݂ߴѹ症を合ซした剖検症例
ୈ103回日本病理学会૯会、2014年4月24〜26日、広ౡ

2� ٢野ޫ一࿠（92期）ߴ、 ി໌日 （߳92期）、加藤容ਸ、੢ݪ広史、໦ଜ
ଠ一、୩野ඒஐࢬ、大੢޾୅、中ཬ఩໵、野中ಓ෉、ઍ༿進、長嶋࿨
࿠、田中৳࠸：パーΩンιχζϜ༏Ґܕଟܥ౷Ҥॖ症の一剖検例
ୈ103回日本病理学会૯会、2014年4月24〜26日、広ౡ

3� ̡ 一ൠԋ題 ਿr野߂࿨（91期）、宮࡚ক໵、୩野ඒஐࢬ、໦ଜଠ一、੢
᡼ժ腫63例におけるγグφル伝ୡ関連分子の臨：࠸৳広史、田中ݪ
床病理学的解ੳ
ୈ103回日本病理学会૯会、2014年4月24〜26日、広ౡ

2013（平成25）年度
1� Տܛࣿޱ	91期
、ߴ 、ࢬਅ࿏、Ԧᛲ、福ౡ༞介、໦ଜଠ一、୩野ඒஐࡕ

੢ݪ広史、田中৳࠸：脳Ҥॖを൐ったےҤॖੑଆ索ߗ化症の一剖検
例
ୈ102回日本病理学会૯会、2013年6月6〜8日、ࡳຈ

2012（平成24）年度
1� ླ໦なつめ（90期）、ϔールφンσスਅ子、໦ଜଠ一、୩野ඒஐࢬ、੢

に心不全をఄしޚ子宮体癌化学࣏ྍ๏：࠸৳広史、౵Ҫത೭、田中ݪ
ༀੑࡎ心ےো֐をٙわれた1剖検症例
ୈ101回日本病理学会૯会、2012年4月26〜28日、౦ژ

ਛ細胞：࠸৳দ઒խଇ、田中、࢘ߒݪࢢ、藤行ਅ（90期）、ੴ田༤介ࠤ �2
癌に対するネクサバール౤༩と์ࣹઢরࣹとの૬৐作用によりফ化
؅ઠ޸が༠発された一剖検例
ୈ101回日本病理学会૯会、2012年4月26〜28日、౦ژ

湯澤　明夏さん（88期）
1.Yuzawa, S., Kano, M.R., Einama, T., Nishihara, H. PDGFRβ 

expression in tumor stroma of pancreatic adenocarcinoma 
as a reliable prognostic marker. Med Oncol. 29 , 2824-2830, 
2012.

2 .Kato, Y., Nishihara, H., Yuzawa, S., Mohri, H., Kanno, 
H., Hatanaka, Y., Kimura, T., Tanino, M., Tanaka, S. 
Immunohistochemical molecular expression profile of 
metastatic brain tumor for potent personalized medicine.
Brain Tumor Pathol., 30 ,266-267,2013.

3 .Kanno, H., Nishihara, H., Wang, L., Yuzawa, S., Kobayashi, 
H., Tsuda, M., Kimura, T., Tanino, M., Terasaka, S., and 
Tanaka, S. Expression of CD163 prevents apoptosis through 
the production of granulocyte colony-stimulating factor in 

meningioma. Neuro Oncol, 15 ,853-864,2013.

田村　佳奈恵さん（85期）
1.Tamura, K., et al. Hypopharyngeal squamous cell carcinoma 

produced both granulocyte colony-stimulating factor （G-CSF） 
and parathyroid hormone-related protein （PTHrP）. Pathology 
Inter, 58 ,652-656,2008.

関　達也君（82期）
1.Tsuda, M., Watanabe, T., Seki, T., Kimura, T., Sawa, H., 

Minami, A., Akagi, T., Isobe, K., Nagashima, K., and Tanaka, 
S.: Human synovial sarcoma chimeric oncogene product SYT-
SSX1 induces　premature senescence. Oncogene, 54 , 7984-
7990, 2005.

ֶ生ֶ会ϙスターൃදʢա5ڈ年ʣ

学生論文発表 学生時代に行った研究が論文発表に結びついています。
また、剖検症例をしっかり解析することで症例報告もなされています。
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学生発表
ダイジェスト
（過去10年）

2014年（広島）

2010年（東京）2012年（東京）

2009年（京都）

2015年（名古屋）

2008年
（金沢）

2006年
（東京）

春の病理学会で発表する医学部4年生（92期）。
左から吉野光一郎君、高畑明日香さん、
大塚拓也君

指導を受ける泉真祐子さんと長谷川祐太君（88期） 湯澤明夏さん（88期）は、AJSP、Mod Pathlなど多数の論文を発
表しながら、現在病理医として活躍中

加藤（石川）麻倫さん（87期）は今年病理専門医
を取得し、現在は内視鏡医として二刀流で大活躍

藤枝迪子さん（左）は小児科、川田淑子さん（右）
は東大で産婦人科医として活躍中（87期）

柴田頌太君（87期）は東大で神経内科の道
へ

加藤（石川）麻倫さん（左）と大場彩音さん（89期）（中央）と指導し
た西原先生（右）

志藤茜さん（左）と杢里香さん（93期）（右）
は学生時代病理を頑張っており、現在病
理のわかる臨床医を目指して研修中

吉永智彰君は京大と東大でロシア
文学を修めた俊才。学生時代は病
理に打ち込んだ。現在北海道で地
域医療で活躍中

種井善一君（84期）は現在病理専
門医として東大病理で活躍。徳山
実佳さん（84期）は現在種井さんと
なり順天堂大で感染症内科医とし
て活躍中

鈴木なつめさんは、建築の勉強から医学の道へ 佐藤行真君（90期）は脳外科医へ

大塚君は来年から専攻医として病理医を目指
す予定

柴田ひなさんは、東京で医師として活躍中
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道内の病院で病理診断部門の長をされている先生方の近況

札幌東徳洲会病院

独立行政法人
国立病院機構 北海道がんセンター

JA 北海道厚生連 札幌厚生病院

　臨床からの検体は右肩上がりに増加し、臨床研究センターか

らの協力依頼も増え、長嶋病理部長を始めスタッフ一同実務に

追われながらも充実した日々を送っております。

　今後は遺伝子検査の院内実施を視野に入れ、より一層の拡充

を図っていきたいと考えています。

 （福田）

病理診断科のABC（主要な3つの業務、Autopsy, Biopsy diagnosis, Cytology

それぞれの頭文字をとったもの）の2016年の年間（1月から12月）検体数はそれ

ぞれ、A:4体、B:5,770件、C:10,846件であり、これらの検体をおよそ74,600枚

のガラススライドを使って17,563枚の診断書を書いていることになる。手術中の

迅速組織診断は呼吸器外科を中心に138件を行っており、迅速細胞診は乳がんお

よび子宮がんのセンチネルリンパ節検索を中心に58件行っているという集計だっ

た。なお2016年度は研究用も含めて10,296枚の染色を行った。 （山城）

　医師4名、検査技師5名、助手1名で仕事をしています。外科

病理診断数、剖検数は、関連病院を含めたものです。検体数に

変化はありませんが、いずこも同じでしょうが、付随する検査が

増え、何となく気ぜわしい感じです。皆で協力してなんとかやっ

ておりますので、有難い限りです。

（後藤田）

病理件数

2014 年 2015 年 2016 年
外科病理診断件数 3,257 3,352 3,441

剖検数 9 13 14

病理件数

2015 年 2016 年 2017 年
外科病理診断件数 3,352 3,441 5,770

剖検数 13 14 4

病理件数

2014 年 2015 年 2016 年
外科病理診断件数 9,244 9,694 9,733

剖検数 11 18 15

付属臨床研究センター長 / 病理診断科部長 ： 長嶋 和郎 先生

臨床病理科診療部長・主任病理部長 ： 村岡 俊二 先生
病理医 ： 市原 真 先生、岩口 佳史 先生、後藤田 裕子 先生

臨床研究部長 ： 山城 勝重 先生
病理医 ： 鈴木 宏明 先生、武田 広子 先生（1病理同門）、野口 寛子 先生

（左から） 長嶋先生、H28年6月博士修了の湯澤先生（旭川医大病理部）、青柳技師、福田技
師。看護部のペッパーと （2016年撮影）

（後列左から）中島技師、岸技師、東技師、松谷技師、阿部技師、平技師
（前列左から）鈴木先生、山城先生、野口先生、出張の加藤（石川）先生 （2016年撮影）

（後列左から）鈴木技師、加藤技師、村岡先生、野塙助手、岩口先生、市原先生、平尾技師
（前列左から）新谷技師、栃本技師、後藤田先生 （2017年撮影）
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ࣾ会ҩྍ法人 ੡మه೦ࣨའ病院

࿑ಇऀ݈߁
҆ 全 機 構 ۴࿏࿑ࡂ病院

खҴܢਔ会病院

　室འࢢ医師会から、藤Ԭઌ生の追ౣ文を依頼され、ࢲの大学

院時୅のࢥい出をهしました。ळには会誌（೾ٱௗ：はくちょう）

に載る予定です。また、2月から毎週໦༵日にদԬ྄介ઌ生が出

ுし、病理業務を担当してくれています。とても助かっておりま

す。

 （藤田）

　2016年の病理件数は前年をएׯԼ回ったが、内容的にはӹ々ೱく、
また、重くなっているようなҹ৅の日々である。　教科書的症例、رগな
がらయܕ例、診断ࠔ難例、教܇例等、実に༷々で毎日が৽઱である。　こ
れら症例をいつの日か、੔理、వめようとࢥいつつ時が過͗、গ々যりも
֮えている。
　2017年もҾきଓき教室およびその関連施設、関܎ॾࢯのࢧԉを௖
ଷしながらண実に業務にྭんでいきたい。
（ڮߴ） 

　病理診断科は、病理医2名、臨床検査技師7名、医ྍൿ書1名で、病理診

断、細胞診にै事しています。́ ΅毎日出ு医の応ԉがあり、教室からは指

導医の୍山ઌ生、୩野ઌ生、ੴ田ઌ生、田中教授に、診断、ίンサルτをおئ

いしています。また、教室から୩઒ઌ生、ਿ野ઌ生、Ѵ઒医大の౬ᖒઌ生、

๺大病理部のݪ܂ઌ生にも外科材料を中心に診断をおئいしています。

手Ҵܢਔ会での&-proKectと呼͹れている計ըが、2017年で΄΅ऴྃし、

この間に病理部のҠసがあり、ڥ؀のվળがなされました。 （ࣰݪ）

病理件数

2014 年 2015 年 2016 年
外科病理診断件数 3,645 4,289 4,246

剖検数 5 6 2

病理件数

2014 年 2015 年 2016 年
外科病理診断件数 3,999 4,115 3,830

剖検数 8 7 8

病理件数

2014 年 2015 年 2016 年
外科病理診断件数 8,455 8,471 8,812

剖検数 13 11 9

参与 / 病理・臨床検査室長 ： 藤田 美悧 先生
顧問 ： 長嶋 和郎 先生

病理診断科 病理部長 ： 篠原 敏也 先生
病理医 ： 大森 優子 先生

中央検査科部長 ： 高橋 達郎 先生

（後列左から）後藤技師、渡邊技師
（前列左から）斉藤技師、藤田先生、戸村技師 （2017年撮影）

（左から）久末主任技師、中村技師、高橋達郎先生、斉藤主任技師 （2016年撮影）

（後列左から）行場技師、平川技師、相馬技師、片山技師
（前列左から）杉村技師長、大森先生、篠原先生、出張の谷野先生と谷川先生 （2016年撮影）
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教室͔Β病理診断のԠԉをͬߦている病院

گۙ

گۙ

گۙ

گۙ

ொ立中ඪ௡病院  ࣨࠪݕ

科ࠪݕ立ஓ಺病院  ྟচࢢ

札幌徳洲会病院  病理ࣨࠪݕ

ࣨࠪݕ立病院  病理ࢢ別ߐ

病理
件数

2014年 2015年 2016年
外科病理診断件数 715 754 664

剖検数 0 0 0

病理
件数

2014年 2015年 2016年
外科病理診断件数 1,413 1,417 1,314

剖検数 0 1 1

病理
件数

2014年 2015年 2016年
外科病理診断件数 2,200 2,200 1,919

剖検数 10 14 10

病理
件数

2014年 2015年 2016年
外科病理診断件数 715 754 1,648

剖検数 0 0 10

　2013年6月に病理検査室を開設し、5年目になりました。
　2017年2月຤に病理検査γステϜを導入し、ి 子カルテでバーチϟルスライド、マ
クロࣸਅٴび診断݁ՌがӾཡできるようになり臨床ଆから޷ධՁを受けております。
　2016年外科病理診断件数はৗۈ医のݮগもありࡢ年をԼ回りましたが、今年度
৽院長の体੍のԼ、上൒期は前年同期よりएׯですが増加しております。また、術中
迅速組織診のΦーμーは、গないながらも毎年増加してきております。
　当院はԕִ病理診断にバーチϟルスライドを用いており、運用ํ๏をলிの視࡯時
等にઆ໌をしております。
　これも田中৳࠸教授をはじめ、腫瘍病理学分野のॾઌ生ํ、技師や事務のํ々によ
る全໘的なࢧԉによるものであり大変感ँしております。
　今後もઌ生ํの͝指導のԼ、ಓ౦۴ࠜ஍Ҭの中֩病院として஍Ҭ医ྍにݙߩし参
りたいと考えております。͝ 指導をよろしくおئいいたします。
 （໦ଜ ਔւ）

　当院での病理診断は、毎週金༵日にஓ内まで出ுしていだたき行っております。
2016年は、田中教授、෢Ҫ教授（Ѵ઒医大病院病理部）、୩野ߨ師、໦ଜಛ೚助教、
不定期でੴ田ಛ೚助教と֤ઌ生ํに診断していただきました。また細胞診断は山城
٬員教授（๺ւಓがんセンター臨床研究部長）に動ըテレサイτロジーにて診断して
いただいております。
　病理診断に関しては、ൻ೘器科が2016年4月から出ு医体੍になったため関連す
る生検がなくなり件数は大きくݮগしました。一ࡢ年から10数年Ϳりに࠶開した術中
迅速診断はࡢ年同༷5例を行いました。剖検は、なんとか1例を行いました。数的には
গないですが、貴重な経験となり、今後、件数が増えることを๬んでいます。
　2016年で病理診断を始めてから23年目になりました。この長き期間、日本࠷๺
୺の஍で病理診断をଓけてこられたことは、田中৳࠸教授をはじめ֤ઌ生ํの͝指
導、͝ ԉ助のおӄとਂく感ँしています。今後ともٓしくおئいகします。

（઒ଜ 直थ）

　当院での病理診断は毎週Ր༵日と金༵日に出ுしていただき਱行しております。ス
タッフは専೚1名、݉ ೚2名で実施しております。

　7月に病理検査γステϜがアップσーτされ、今まで使用していたγステϜと全くҧ
うものになりҎ前よりは充実したものになっているとࢥいます。病理、細胞診の検体
は、当院のΈでなく๺ւಓのಙऱ会グループ病院の2施設からも੥けෛっており当院
も含め検体数は増加޲܏にあります。

　病理診断業務をଓけられているのは、田中৳࠸教授をはじめ֤ઌ生ํの͝഑ྀと
͝指導のおӄとਂく感ँしております。今後ともٓしくおئいします。

（藤Ԭ 学）

　教室のおੈ話になり、今年で7年目になります。現在スタッフは、検査技師4名（細
胞検査࢜2名）で対応しております。教室のઌ生には、週1回དྷて௖き、切り出しと診断
をしていただいております。

2016年の外科病理診断数は、ࡢ年度を大きく上回り1648件、剖検は10件となっ
ています。教室のॾઌ生には、お๩しい中対応していただき大変感ँしております。

ಓにのりつつあり、診断報告にֻかるي年度に導入されたࣗ動໔Ӹ染色૷ஔもࡢ　
日数が୹ॖされ、臨床からもت͹れております。

　まだまだࢸらない所もଟいですが、田中৳࠸教授をはじめॾઌ生の͝指導、͝ ԉ助
௖き、技術・ೳ力をߴめ、病理検査の޲上に౒めていきたいと考えております。今後と
もٓしくおئいいたします。

（लଇ ܡ）

（左から）木村仁海技師、佐野順司技師、山口雅士技師
（2017年撮影）

（左から）前技師、川村技師、蠣崎技師
（2017年撮影）

（前列左から）堀尾技師、三宅技師
（後列左から）藤岡技師、北大病院から出張の松岡先生 （2017年撮影）

（前列左から）高見技師、村杉技師
（後列左から）高橋技師、桂技師 （2017年撮影）
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͓͸Α͏ϩϏϯス
1986年からଓいている朝の学生さんとの勉強会。長嶋名誉教授が๺大にෝ೚された年に開始されました。病理学の名著の“ロビンスの病理
学”をӳޠで読んで༁します。読ഁを՝すのではなくて、ӳޠに৮れて勉強のϖースϝーカーとなることが目標です。わかりにくいところはϗϫイ
τϘードにֆをඳきながらΏっくり進んでいきます。パンとίーώー付きは32年前から変わりません。時々同門のݪࢢਅઌ生（௨শϠンσルઌ
生）もདྷてくれます。

おはようロビンス賞
病理学のٛߨが始まってから臨床実शが始まるまでの1年൒௨った学生さんには、おはようロビンス৆がଃఄされる。

歴代おはロビ賞受賞者
ʲୈ1回 2r013年（1名）91期　ࣉҪখඦ合
ʲୈ2回  r2014年（8名）92期　٢野ޫ一࿠、एԂॱ߁、খ野ܛࣉऱ、大Ӝफ़介、大௩୓໵、෢田ݡ大　　

�田Ԃඒ、খ৿ඒึࡔ、金生ᣈᣦ�学部ࣃ�ӳහ（3名）۽実藤५、খ�学部ࣃ
ʲୈ3回 2r015年（4名）93期　໩ཬՖ、ੴ田有ᣦ子、খ田૯一࿠、Տ内ຑཬѥ
ʲୈ4回  r2016年3月（7名）94期　上ԕ野な΄、ळ山ܛࡃ、౉ᬒ༸ষ、౉部ࠀকࠨ、 合はるな、　　　　

ૣ઒ඒಸ子�学部ࣃ�ҥ׎ڮ∁
ʲୈ5回 2r016年7月（5名）95期　ੴ௩大थ、ҏ藤ߴ࠸߉、 田ᣦԝ、࢛ 宮ਅ理ֆ、ฏ野༃ه
ʲୈ6回  r2017年7月（10名）96期　宮Ԭ৻一、宮ੴ཮、ࡔଜᰜਅ、ࣰ ༟ً、উඌ஌ਘ、੨山Ղ୅子、　

૔Ҫؽ、中઒ܙ、നҪ༟介�ු田ಸึ�学部ࣃ

2017年6月のロビンスの風景

2016年7月　納涼ロビンス夏の夕食会 2014年12月　ロビンス忘年会

副賞：“おはようロビンス賞”刻印の万年筆

賞状： 田中教授が活躍した
Rockefeller大学の理念“pro bono 
humani generis”が銘記

2016年受賞者（左から）高田、平野、伊藤、石塚（95期）
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教室スφοϓ�����

�݄��ô��೔
Նの教室ཱྀߦ!৽े௡઒

2月28日　冬の教室旅行（ルスツ）

5月24日　お花見&バーベキュー

6月20日　湯澤さん送別会

3月28日　送別会

4月18日　新人歓迎会 6月21日　石川俊平先生学生講義

6月27日 2病女子会

左から鈴木（3年）、上遠野（4年）、谷川、田中、森谷

雨上がりの大地。木も人も影が長い

パークゴルフ表彰：左から、吉田、三輪（4年）、谷野左から、石川、岡森、仙葉左から、西原、三輪（4年）、一橋、谷野、鈴鹿

パークゴルフ場で。左から鈴鹿、九笹、上遠野（医学部4年）、王

ຖ೥ྫ߃の教室ཱྀ͕ߦ
৽े௡઒ொのΩϟϯϓ
৔でߦΘれ·ͨ͠ɻࠓ
೥͸ٳ೔ʹߦΘれͨͨ
Ίҩֶ部のֶ生さΜ΋
͠·Ճ͠ࢀ ͨɻ

冬の教室温泉&スキー旅行。羊蹄山をバックに記念撮影 今年も多くの院生が教室から巣立っていった

お肉を焼く湯澤先生（中央左）教室メンバーほぼ全員が大集合

教室全体の湯澤先生の送別会後の記念撮影

東京医科歯科大石川俊平教授（中央）が北大病院のバ
イオバンクを見学

谷野先生を中心とする2病女子会の湯澤先生の送別会

送別される修士の橋本君（右）と指導した仙葉
先生（中央）
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�݄�����೔ɹՆの教室ཱྀߦ

11月3日　平間元博先生7回忌

9月20日　2病女子会夏の会

11月17日　吉田先生送別会

左から、木村紗和子ちゃん、毛利穂香ちゃん、のだみちゃん
（木村太一夫人）とひな子ちゃん、津田先生

左から、竹浪技師、岡田技術員、森谷技師（現札幌医大
病理部技師長）目隠し食材あてゲーム大会

恒例の豪華景品争奪のビン
ゴ大会!

平間先生ご自宅にてご焼香する長嶋名誉教授と田中教授

北野明宣同門会長（木下病院院長、北海道医師会理事後列左から3人目）を囲んで記念撮影 最多剖検執刀数・診断数・勤続の各賞の表彰

吉田和彦先生（前列左から3番目）は東京女子医大腎臓外科から国内留学として3年間教室で活躍しました

後列左から）毛利、九笹、岡森、竹浪、漆戸、北崎
前列左から）松田、谷野、石川、佐藤、津田

左から、森谷、谷野、鈴木、上遠野幹事の谷川先生、北崎さん、九笹さん

一夜明けて、朝の記念撮影

夕食後に野外で皆でゲーム

深夜12時をまわり、石川先生（前列右から4番目）happy 
birthday!

��݄��೔ɹ�病ΫϦスϚスձ
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学会スナップ 2016
5月12-14日　日本病理学会（仙台にて）

6月5日　第62回日本病理学会秋期特別総会

11月30日　日本分子生物学会

6月5日　神経病理学会

11月12日　松田道行先生　京大教授就任10周年祝賀会

医学部学生、秋山采慧さんと上遠野なほさんの発表

医学部5年の原正輝君（右）の学会発表。左は指導者の谷川
先生

日本病理学会新人賞を受賞した湯澤明夏先生（中央）。右は深
山理事長

鏡開きをする長嶋先生とビリー（右から2、3番目）

左から津田、鈴鹿、岡森、鍋島、谷野

秋期病理学会後、能登半島でゴルフを楽しむ西原特任教授、ビ
リー教授、長嶋名誉教授（左から）

上遠野なほさん（医学部4年）（右）の発表に注目する深山正久
病理学会理事長（左）

秋の病理学会は同門の野島孝之会長の
もと金沢で開催された

右：熱心に研究を頑張り発表した鍋島龍一君（5年）。左は指導
した津田先生

松田教授と北大関係の弟子（京大にて）。（後列左から）西原広史（北大特任教授）、高橋礼典（東京医大准教授）、安念和哉（市立千歳病院外科医）、篠原敏也（手稲渓仁会病院病理部長）、
田中伸哉（北大教授）、高橋秀宗（病理医）、大場雄介（北大教授）、太田聡（千葉大准教授）、望月直樹（国立循環器病研究センター部長）。前列左から）ビリー、松田道行教授、長嶋和郎北大名誉教
授、長谷川秀樹（国立感染研部長）、津田真寿美（北大准教授）
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同門会スナップ 2016

ୈ��ճ長ౢഋ�����೥�݄��೔ʢ໦ʣ
順 位 競技者名 ハクチョウ セキレイ GROSS HDCP NET

༏ উ ੢ݪ　広史 40 44 84 13�2 70�8

४༏উ 大場　༤介 45 34 79 7�2 71�8

3Ґ ৿୩　　७ 50 48 98 25�2 72�8

4Ґ ધ山　貴ஐ 41 44 85 9�6 75�4

5Ґ 上ࡔ　ར࣏ 47 47 94 18�0 76�0

6Ґ Ԧ　　　ᛲ 48 46 94 18�0 76�0

7Ґ 一૱　ྠࡾ 49 51 100 24�0 76�0

8Ґ 城　ӳ඙ۄ 39 44 83 6�0 77�0

9Ґ ҏ藤　޺子 55 55 110 32�4 77�6

10Ґ ๺野　໌એ 52 53 105 26�4 78�6

11Ґ ಓ໻　ݪ܂ 51 45 96 16�8 79�2

12Ґ ౉ล　　؀ 59 49 108 27�6 80�4

13Ґ 長嶋　࿨࿠ 62 62 124 40�0 84�0

14Ґ ୩野ඒஐࢬ 66 62 128 40�0 88�0

15Ґ 田中　৳࠸ 60 68 128 40�0 88�0

ˎˎˎˎˎˎ 田ᔹ　ஐ׮ 39 39 78 7�2 70�8

後藤田先生（左）、得地先生（中央）、齊藤先生（右）

千歳空港カントリークラブにて

秋の病理学会を主催された野島孝之先生のご
挨拶

長嶋賞状を受賞した漆戸万紗那技師（左）と森谷純技師（右） 古希のお祝いの島田泰栄先生（左）、山口彰先生（中央）と還暦のお祝いの大塩至先生
（右）

北野明宣同門会長のご挨拶 田島邦好同門会名誉会長のご挨拶 田中伸哉教授のご挨拶

新人紹介：左から、秘書福島さん、大学院修士課程九笹さん、北
崎さん、博士課程格口さん

左から小西生生、野口先生、岡田さん、石川先生、竹浪さん、漆
戸さん、佐藤さん、森谷君
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զ࠺ ஐത　҆ॅ య෉　҆部 ढ़一　ఱ野 चඒ　҆೦ ࿨࠸　࠭金 ࠀ　ੴ઒ ຑྙ　ੴ૔ ਖ਼࢚　ੴ田 ༤介　ݪࢢ ਅ　ҏ藤 し͛Έ
ҏ౦ ຽ༤　ҏ藤 ஐ༤　ҏ౦ ฏീ　Ҵଜ 直ޱؠ　࠸ Ղ史　上ࡔ ༝ඒ子　ԕ藤 大介　ԕ藤 ༝߳　ٴ઒ ޫর　大ٓ見 ٛ෉
大Ԙ ࢸ　大ౡ װஉ　ଠ田 ૱　大୩ 文༤　大੢ ӳ理子　大場 ༃子　大場 ༤介　大৿ ༏子　Ԭ ࣏ږ　Ԭ田 ޺ඒ　ॹํ ত඙
Ԭ野 文༤　Ԭ৿ ༏།　ඌ࡚ ؙٛ　খ野ࣉ ޭ　খܙ ݪ඙　ֿݪ ণ࣏　উ໦ ྑ༤　加藤 容ᜁ　઒ມ ଠ　઒ଜ 直೭　๺野 ໌એ
໦ଜ ଠ一　໦ଜ ږ史　金 ໦འ　ٱอ ོ೭　খ஑ ஧ࡕߴ　߁ ਅ࿏　ֿݹ ਖ਼༸　後藤田 ༟子　ྛݹ ༩҆ࢤ　੪藤 ੣
ށ݀　野 ެত　ᖒ ༸文　Ԙ઒ ఩உࠤ　޺藤 རࠤ　ࢢݑ 藤ࠤ　々໦ ૱子ࠤ - හ໵ ݪࣰ　か΄る ݪࣰ　ࡾް 子　੩໦ل༝ ݪ
ौ୩ ෋༤　ौ୩ ޺行　ౡ田 ହӫ　ਗ਼ਫ থ子　ਗ਼ਫ ಓ生　進藤 ਖ਼৴　ླ໦ ਗ਼ޢ　ླ໦ ஧थ　ླ໦ ໌޺　ੇ田 ༞࢚
ઍळ ޹෉　ઋ༿ ጏ܂ߴ　ޗ ୢ෉　ߴਢ ߴ　ؽ田 ֌෉　ڮߴ ݈ଠ　ڮߴ ୡ࿠　ڮߴ लफ　∁ڮ ਖ਼ٓ　ڮߴ ྱయ　୍山 ߂ߊ
෢Ҫ ӳത　஛ྛ ࠀ重　田ౡ ๜޷　ଟ田 ޫ޺　ؗ山 ඒथ　田中 ৳࠸　୩野 ඒஐࢬ　ᑮ ߁一　௩本 ఩　௡田 ਅणඒ
ಙ田 ߞ一　ಘ஍ 史࿠　ඈക ૱子　内藤 ಓ興　長Ҫ ਅ人　中઒ ت直　長嶋 ࿨࿠　中ౡ 進　中嶋 ढ़༤　中୩ ਅل子
中ଜ ਔࢤ෉　中ଜ 文ོ　成田 ୓人　੢ࠀ ܊ढ़　੢ݪ 広史　ౕ࠺ٱ ૱一　ౕ࠺ٱ ஐ୅子　野׮ ޱ子　野ౡ ޹೭　ڮ本 大ً
長୩઒ लथ　長୩઒ ༃　ാ中 Ղಸ子　ૣ઒ ݪ　࠸ێ田 ݪ　ྃج田 རߐ　ᐻᖒ 一෉　ฏլ ത໌　ኍ੉ ඒܙ子　藤Ԭ 容一࿕
藤田 ণ޺　藤田 ඒዯ　ᔹ田 ਖ਼ኍ　ݹ田 ߁　ງඌ ྤಸ　຀ ཅ一　຀野 ٢ྙ　দ઒ ޛ　দ野 ৎ෉　দଜ ࿨子　দ本 य़ඒ
দ本 ོࣇ　的場 ஐ子　ࡾ࿘ ༑ี　宮઒ ໌　宮ࡔ ஌޺　宮࡚ ক໵　ଜԬ ढ़ೋ　๬月 直थ　ീ໦ ੓໌　୩஍ 一ത　༄ ߛ子
山ޱ জ　山࡚ ५　山城 উ重　山田 ༸介　山本 ৾　౬ᖒ ໌夏　౉ᬑ ؀　౉ล 学　౉ล Ղ໌　Ԧ ᛲ （Ҏ上 ेޒԻॱ）

҆藤 ਗ਼史　൧௩ ఓࡾ　੪藤 ݑ଄　ࡔ上 ӫଂ　Ԙ୩ ण　ਢլҪ ਖ਼ݠ　Ԃ田 ઍӫ　ߴ見 རউ　ଟ田 ٛ༤　田中 ೋ࿠　中ଜ ߂
੢ ୋೋ　୮Ӌ দ一　՚Ԭ ༤ଠ࿠　ࡾӜ 長ӳ　ଜܗ ༑࣏　山ޱ ण一 （Ҏ上 ेޒԻॱ）
ජ֞ ོ興　ࠤ઒ ੣一　ॹํ ٱتত　ࠤ野 ྔ଄　໦Լ ྑॱ　ੴ田 文࢘　進藤 ӻ࿠　加藤 ӳ෉　Ҫ上 ઍळ　中山 એ࿨
҆อ ᆹ　ງ 重உ　Տଜ 実　খ野 修　Ѩ部 ষ඙　੨໦ ప　ࠤ野 ఩࿠　੺Ԭ ਗ਼װ　ҏ藤 ࣏ݠ　৽Ҫ ׮　দݪ ॳஉ
౎ཹ ඒ౎༤　ԣҪ ५ೋ　৿田 ఃඒ　໦ଜ 直थ　ᓎྛ ൟ　খ୩ ෢඙　ҏ藤 ത　ࡔҪ 一෉　ঙ内 ਖ਼य़　۝ཬ ਖ਼一　田中 一ॱ
ਂҪ ๛߳　細୩ ஧　山田 実　Ԟ田 መ　中ݪ ༐࣏　উ໦ 山઒　田中 ਖ਼೭　ՏҪ ಙ༤　෢Ҫ Յ෉　ؠҪ ๕࣍࿠　Լ田 থٱ
加藤 ً༤　ࢢ઒ ެึ　前田 ߊ　ಘ஍ 一ٱ　有Ԭ ޭ　ฏ間 ݩത　大஛ ৴ࡾ࿠　খౡ ӳ໌　ླ໦ ྄ࣕ　Ҫ上 ࿨ळ　前ᖒ ߩ
中ଜ ಫ子　Ըଜ ༤ଠ　௰ ޺　ੴ઒ ྖ一　ҏ藤 ོ　ࠤ々໦ ݑ一　຤ࠃ ਖ਼ඒ　藤Ԭ อൣ　関୩ ಁ　ࣰ田 ༔一 （Ҏ上 ͝ ੦ڈॱ）

খ઒ ٢࿠（෺ނ、解剖助手）、藤Ҫ ޾子（෺ނ）、ݪ܂（目ࠇ）ਸ਼ึ、大場（ڮߴ）文誉、খ઒（ࡾӜ）७子、大場 ༃子、౉ล ຑಹඒ、
ौ田 ༸子、੨༄ ӯ子、ਗ਼ਫ ࿨子、໦ଜ（野田頭）ະา、本ଟ ඒ߳、໌ࢻ ࡔ織、ԕ藤 ໌子、৿୩ ७、࣫ށ ສࣿಹ、Ԭ田 Ղಸ子、
ໟར ීඒ

ॹํ 文子、大๪（本城）໌ 実、ਿӜ Ѫ実、ࡔԼ ༞ل、ਢ藤 ߳、福ౡ ࡾஐ子

同門会会員（156名）

物故会員（81名）

歴代技術員

歴代秘書
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北海道大学大学院医学研究院腫瘍病理学教室
北大腫瘍病理学教室  教室だより  2016

北海道大学大学院医学研究院 腫瘍病理学教室
札幌市北区北15条西7丁目
TEL（011）706ｰ7806 FAX（011）706ｰ5902
http://patho2.med.hokudai.ac.jp/
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